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『
文
選
』
と
浮
雲

―
『
文
選
』
李
善
注
の
活
用
の
一
例
と
し
て
―

佐

藤

大

志

問
題
の
所
在

―
軌
範
と
し
て
の
『
文
選
』
と
李
善
注
の
活
用

古
典
文
学
、
こ
と
に
中
国
の
古
典
文
学
は
、
文
学
の
因
襲
の
な

か
で
お
の
ず
と
定
め
ら
れ
た
規
範
が
強
く
支
配
す
る
と
さ
れ
る

[

１]

。
で
は
、
彼
ら
が
「
規
範
」
と
し
た
も
の
、
彼
ら
の
文
学
の
「
核
」

と
な
る
も
の
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
中
国
古
典
文
学
の
「
規
範
」
を
探
る
と
同
時
に
、
そ

の
「
規
範
」
と
個
々
の
文
学
事
象
と
の
距
離
を
は
か
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
こ
に
中
国
の
古
典
文
学
を
問
い
直
し
、
新
た
な
問
題
領

域
を
切
り
拓
く
可
能
性
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

右
は
、
二
〇
一
八
年
日
本
中
国
学
会
第
七
十
回
大
会
の
次
世
代

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
ま
、
『
文
選
』
を
読
む
―
中
国
古
典
文
学
の
軌

範
と
そ
の
距
離[

２]

」
に
お
い
て
提
起
し
た
問
い
で
あ
っ
た
。
こ
の

問
い
に
応
え
る
べ
く
、
そ
の
後
、
科
学
研
究
費
の
交
付
を
得
て
、

四
年
間
の
共
同
研
究
で
は
『
文
選
』
李
善
注
を
活
用
し
た
文
学
言

語
の
整
理
と
分
析
を
行
い
つ
つ
、
中
国
古
典
文
学
の
「
規
範
」
と

し
て
の
『
文
選
』
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
々
の
文
学
事
象
と
の
距
離

を
は
か
る
こ
と
を
試
み
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
共
同
研
究
に
お
け
る
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

『
文
選
』
と
そ
の
李
善
注
か
ら
見
え
て
く
る
「
軌
範
」
を
探
る
と

同
時
に
、
そ
の
「
軌
範
」
と
漢
魏
晋
南
北
朝
及
び
隋
唐
の
文
学
と

の
距
離
を
は
か
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
こ
と
を
、
「
浮
雲
」
と
い
う

語
を
例
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

一

中
国
古
典
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」
と
『
文
選
』

『
文
選
』
の
「
浮
雲
」
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
ま
ず
中
国
古

典
文
学
に
お
い
て
「
浮
雲
」
が
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
有
す
る

と
理
解
さ
れ
て
き
た
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

中
国
古
典
詩
に
お
け
る
「
雲
」
に
つ
い
て
、
前
野
直
彬
氏
は
、

『
文
選
』
巻
四
五
に
も
収
録
さ
れ
る
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
の
「
雲

無
心
以
出
岫
、
鳥
倦
飛
而
知
還
」
を
引
き
、
お
の
れ
の
性
に
従
っ

て
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
の
ぼ
り
、
風
の
ま
に
ま
に
流
れ
て
行
く
「
無

心
の
雲
」
の
姿
は
、
そ
の
ま
ま
、
陶
淵
明
の
心
象
風
景
で
も
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

無
心
の
雲
と
は
、
ご
く
散
文
的
な
言
い
か
た
を
す
れ
ば
、
人

間
に
と
っ
て
無
意
味
な
雲
で
あ
る
。
そ
し
て
田
園
に
帰
っ
た



- 105 -

淵
明
も
、
天
下
国
家
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
無
意
味
な
人
間

で
あ
る
。
無
意
味
と
無
意
味
と
が
触
れ
あ
っ
て
、
意
味
の
深

い
詩
情
が
生
じ
た
。
そ
の
と
き
の
淵
明
の
心
に
は
、
世
間
に

ひ
ろ
が
っ
て
い
る
「
意
味
の
あ
る
」
雲
に
対
す
る
、
い
く
ば

く
か
の
抵
抗
感
が
存
在
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い[

３]

。

こ
こ
で
前
野
氏
が
言
う
「
意
味
の
あ
る
」
雲
と
は
、
特
定
の
文

化
や
社
会
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
社
会
的
構
築
物
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
文
化
や
社
会
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
陶
淵
明
に
し
て
、
雲
は

「
無
心
」
と
と
ら
え
ら
れ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
雲
」
が
古
代
及
び
中
世
の
中
国
の
詩
人
に
と
っ

て
「
意
味
の
あ
る
」
雲
と
な
る
起
源
を
ひ
も
と
い
た
の
は
、
彼
の

小
川
環
樹
氏
の
「
風
と
雲
―
感
傷
文
学
の
起
原[

４]

」
で
あ
る
。
氏

が
こ
の
論
考
に
お
い
て
、
中
国
の
文
学
を
つ
ら
ぬ
く
感
傷
主
義
の

起
源
が
、『
詩
経
』
で
は
な
く
『
楚
辞
』
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
同
論
に
お
い
て
、
氏
は
漢
か

ら
六
朝
の
詩
歌
に
お
け
る
「
雲
」
に
つ
い
て
、
特
に
「
浮
雲
」
の

用
例
を
多
く
掲
げ
て
、
漢
魏
以
来
六
朝
を
通
じ
て
、
行
く
雲
を
な

が
め
て
親
し
い
者
の
上
に
思
い
を
は
せ
る
と
い
う
言
い
方
が
、
広

く
詩
人
の
愛
好
す
る
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
前
野
氏
は
「
意
味
の
あ
る
」
雲
の
例
と
し
て
、
「
卿
雲
（
慶

雲
・
景
雲
）
」
「
五
色
の
雲
」
「
瑞
雲
」
「
朝
雲
（
巫
山
の
雲
雨
）
」

な
ど
を
列
挙
し
、
そ
の
中
に
「
浮
雲
」
も
と
り
あ
げ
て
お
り
、
孔

子
が
「
不
義
に
し
て
富
み
且
つ
貴
き
は
、
我
に
於
い
て
浮
雲
の
如

し
」（
論
語
・
述
而
）
と
、
雲
を
不
安
定
で
は
か
な
い
も
の
の
象
徴

と
し
た
こ
と
で
、「
浮
雲
」
の
通
念
は
そ
の
制
約
を
蒙
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
詩
に
お
い
て
は
、
障
害
と
し
て
の
「
浮

雲
」
と
遊
子
の
象
徴
と
し
て
の
「
浮
雲
」
が
あ
り
、
六
朝
以
来
の

詩
の
世
界
で
は
後
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る[

５]

。

そ
し
て
「
白
雲
」
と
と
も
に
「
浮
雲
」
の
詩
語
と
し
て
の
イ
メ

ー
ジ
を
ま
と
め
ら
れ
た
中
野
将
氏
は
、「
浮
雲
」
の
用
例
が
『
楚
辞
』

に
始
ま
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
後
漢
・
王
逸
注
の
「
浮
雲
」

解
釈
は
、
次
の
三
つ
で
あ
る
と
指
摘
す
る[

６]

。

①
寄
る
辺
な
く
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
流
さ
れ
て
ゆ
く
存
在

②
「
讒
侫
」
の
比
喩
で
あ
る
「
日
月
」
の
光
を
覆
う
存
在

③
「
神
霊
」「
天
」
「
神
」
の
よ
う
な
神
的
な
存
在

し
か
し
『
楚
辞
』
以
後
の
韻
文
に
つ
い
て
は
、
「
希
望
の
実
現
の

障
害
と
な
る
も
の
」
と
「
寄
る
辺
な
く
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
流
さ
れ

て
ゆ
く
も
の
」
の
二
つ
が
代
表
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
、
神
的
な

存
在
と
し
て
の
「
浮
雲
」
は
、
「
白
雲
」
が
担
う
よ
う
に
な
る
と
指

摘
す
る
。

ま
た
散
文
で
は
詩
句
の
典
故
と
な
る
「
浮
雲
」
と
し
て
、
先
に

引
用
し
た
『
論
語
』
述
而
篇
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
『
文
選
』

の
「
浮
雲
」
の
用
例
に
は
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
や
そ

の
形
を
い
う
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
三
氏
の
論
考
か
ら
、
「
浮
雲
」
は
『
論
語
』
や
『
楚
辞
』

を
淵
源
と
し
つ
つ
、
不
安
定
で
は
か
な
い
も
の
の
象
徴
と
し
て
の

「
浮
雲
」、
神
的
な
存
在
と
し
て
の
「
浮
雲
」
や
高
い
と
こ
ろ
に
あ

る
「
浮
雲
」
な
ど
の
意
味
を
与
え
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
の
、
特
に
漢

魏
以
後
の
詩
に
お
い
て
は
、
障
害
と
し
て
の
「
浮
雲
」
と
漂
い
さ
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だ
ま
ら
な
い
「
浮
雲
」
の
二
つ
が
代
表
的
な
意
味
と
な
り
、
そ
し

て
六
朝
以
後
は
、
後
者
の
「
浮
雲
」
が
遊
子
を
象
徴
と
す
る
も
の

と
し
て
、
ま
た
親
し
い
者
に
思
い
を
は
せ
る
よ
す
が
と
し
て
、
詩

人
に
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

そ
う
で
あ
る[

７]

。

で
は
、『
文
選
』
の
な
か
の
「
浮
雲
」
を
、
李
善
注
を
手
が
か
り

と
し
て
分
類
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
「
意
味
の
あ
る
」
雲
と
し

て
把
握
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
先
達
の
指
摘
に
導
か

れ
つ
つ
、『
文
選
』
の
「
浮
雲
」
の
用
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

そ
れ
が
『
文
選
』
前
後
の
「
浮
雲
」
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

二

『
文
選
』
の
「
浮
雲
」
と
李
善
注

『
文
選
』
の
「
浮
雲
」
の
用
例
は
十
九
例
、
そ
れ
ら
を
李
善
注

を
手
が
か
り
と
し
て
整
理
す
る
と
次
の
六
つ
に
分
類
で
き
る
。
以

下
に
代
表
的
な
作
品
と
そ
の
李
善
注
及
び
『
文
選
』
の
類
例
を
掲

げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅰ

日
月
を
覆
う
も
の

障
害
と
な
る
も
の

「
古
詩
十
九
首
」
其
一
「
浮
雲
蔽
白
日
、
遊
子
不
顧
反
」

李
善
注
…
浮
雲
之
蔽
白
日
、
以
喩
邪
侫
之
毀
忠
良
。
故
遊
子

之
行
、
不
顧
反
也
。
文
子
曰
、
日
月
欲
明
、
浮
雲
蓋

之
。
陸
賈
新
語
曰
、
邪
臣
之
蔽
賢
、
猶
浮
雲
之
鄣
日

月
。
古
楊
柳
行
曰
、
讒
邪
害
公
正
、
浮
雲
蔽
白
日
。

義
与
此
同
也
。

【
類
例
】

司
馬
相
如
「
長
門
賦
」
「
浮
雲
鬱
而
四
塞
兮
、
天
窈
窈
而
昼
陰
」

Ⅱ

漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
も
の

蘇
武
「
詩
四
首
」
其
四
「
俯
観
江
漢
流
、
仰
視
浮
雲
翔
」

李
善
注
…
江
・
漢
流
不
息
、
浮
雲
去
靡
依
。
以
喩
良
友
各
在

一
方
、
播
遷
而
無
所
托
。
楚
辞
曰
、
仰
浮
雲
而
永
歎
。

【
類
例
】

李
陵
「
与
蘇
武
三
首
」
其
一
「
仰
視
浮
雲
馳
、
奄
忽
互
相
踰
」

魏
文
帝
「
雑
詩
二
首
」
其
二
「
西
北
有
浮
雲
、
亭
亭
如
車
蓋
」

江
淹
「
雑
体
詩
三
十
首
・
李
陵
」「
日
暮
浮
雲
滋
、
渥
手
涙
如
霰
」

Ⅲ

不
安
定
な
は
か
な
い
も
の

浮
雲
の
志

左
思
「
詠
史
八
首
」
其
三
「
連
璽
燿
前
庭
、
比
之
猶
浮
雲
」

李
善
注
…
論
語
、
子
曰
、
不
義
而
富
且
貴
、
於
我
如
浮
雲
。

【
類
例
】
「
浮
雲
之
志
」

班
固
「
答
賓
戯
」「
是
以
仲
尼
抗
浮
雲
之
志
、
孟
軻
養
浩
然
之
気
」

潘
岳
「
閑
居
賦
」「
於
是
覧
止
足
之
分
、
庶
浮
雲
之
志
」

張
華
「
励
志
」「
安
心
恬
蕩
、
棲
志
浮
雲
」

Ⅳ

高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

曹
植
「
又
贈
丁
儀
王
粲
」「
員
闕
出
浮
雲
、
承
露
槩
泰
清
」

李
善
注
…
淮
南
子
曰
、
魏
闕
之
高
、
上
際
青
雲
。

【
類
例
】

「
古
詩
十
九
首
」
其
五
「
西
北
有
高
楼
、
上
与
浮
雲
斉
」

劉
鑠
「
擬
明
月
何
皎
皎
」「
落
宿
半
遥
城
、
浮
雲
藹
曽
闕
」

傅
毅
「
舞
賦
」「
気
若
浮
雲
、
志
若
秋
霜
」

Ⅴ

天
・
神
を
象
徴
す
る
も
の
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宋
玉
「
九
弁
五
首
」
其
四
「
塊
独
守
此
無
沢
兮
、
仰
浮
雲
而
永

歎
」

王
逸
注
…
愬
天
語
神
、
我
何
咎
也
。

【
類
例
】

班
固
「
東
都
賦
・
宝
鼎
詩
」
「
嶽
修
貢
兮
川
效
珍
、
吐
金
景
兮
歊

浮
雲
」

鄒
陽
「
上
書
呉
王
」「
臣
聞
蛟
龍
驤
首
奮
翼
、
則
浮
雲
出
流
、
霧

雨
咸
集
」

Ⅵ

己
の
心
を
理
解
す
る
も
の

劉
琨
「
扶
風
歌
」「
浮
雲
為
我
結
、
帰
鳥
為
我
旋
」

李
善
注
…
漢
書
、
息
夫
躬
絶
命
辞
曰
、
秋
風
為
我
吟
、
浮
雲

為
我
陰
。

Ⅰ
の
「
日
月
を
覆
う
も
の
。
障
害
と
な
る
も
の
」
は
、「
古
詩
十

九
首
」
其
一
（
巻
二
九
）
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

「
古
詩
十
九
首
」
其
一

浮
雲
蔽
白
日

浮
雲

白
日
を
蔽
ひ

遊
子
不
顧
反

遊
子

顧
反
せ
ず

こ
こ
で
李
善
注
は
、
浮
雲
が
白
日
を
覆
う
こ
と
は
、
邪
悪
な
人

物
が
忠
良
な
人
物
を
害
す
る
こ
と
に
喩
え
る
と
解
釈
し
、
そ
の
後

に
『
文
子
』
、
陸
賈
『
新
語
』
、
「
古
楊
柳
行
」
を
引
用
す
る
。
『
文

子
』
上
徳
は
「
浮
雲
」
が
障
害
と
な
る
こ
と
を
言
う
の
み
だ
が
、

陸
賈
『
新
語
』
慎
微
、「
古
楊
柳
行
」
は
、
そ
の
「
浮
雲
」
の
あ
り

さ
ま
を
讒
侫
の
者
が
公
明
正
大
な
賢
者
を
蔽
い
損
な
う
こ
と
に
喩

え
る
。
こ
の
「
浮
雲
」
が
日
月
を
覆
う
さ
ま
を
、
讒
侫
な
人
物
が

賢
者
を
覆
い
損
な
う
こ
と
に
喩
え
る
例
は
、
既
に
『
楚
辞
』
に
見

え
、
『
楚
辞
』
九
弁
に
「
何
氾
濫
之
浮
雲
兮
、
猋
壅
蔽
此
明
月
。
忠

昭
昭
而
願
見
兮
、
然
䨧
曀
而
莫
達
」
（
何
ぞ
氾
濫
せ
る
の
浮
雲
、
猋

と
し
て
此
の
明
月
を
壅
蔽
す
。
忠
昭
昭
と
し
て

見

る
る
を
願
へ
ど
、

あ
ら
は

然
く
䨧
曀
し
て
達
す
る
莫
し
）
と
あ
り
、
王
逸
注
は
、
こ
こ
は
「
浮

し
か雲

」
が
明
月
を
蔽
う
こ
と
を
讒
侫
の
者
が
忠
良
仁
賢
な
人
物
を
害

す
る
こ
と
を
喩
え
る
と
す
る[

８]

。

た
だ
『
文
選
』
に
は
、
こ
の
他
に
「
浮
雲
」
が
讒
侫
の
者
に
喩

え
る
と
考
え
ら
れ
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
類
例
と
し
て
挙
げ
た
司

馬
相
如
「
長
門
賦
」（
巻
一
六
）
の
「
浮
雲
鬱
而
四
塞
兮
、
天
窈
窈

而
昼
陰
」（
浮
雲

鬱
と
し
て
四
も
に
塞
が
り
、天
窈
窈
と
し
て
昼
陰く

ら

し
）
は
、
長
門
宮
で
悲
歎
す
る
陳
皇
后
の
周
囲
の
状
況
を
描
く
場

面
で
あ
り
、
天
を
蔽
う
「
浮
雲
」
は
彼
女
の
晴
れ
な
い
心
境
や
障

害
と
な
る
存
在
を
暗
示
す
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。

先
の
「
古
詩
十
九
首
」
其
一
も
、
小
川
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に[

９]

、
「
日
」
よ
り
も
「
雲
」
に
重
点
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、

遠
く
離
れ
た
夫
の
身
に
何
か
障
害
が
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の

と
解
釈
で
き
る
が
、
李
善
注
の
指
摘
に
よ
り
、
日
月
を
覆
う
「
浮

雲
」
を
賢
者
を
損
な
う
讒
侫
な
人
物
の
喩
え
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、

遅
く
と
も
漢
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
こ
と
が
分
か
る
。

Ⅱ
の
「
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
も
の
」
は
、
前
漢
の
李
陵
や
蘇
武

の
作
と
さ
れ
る
古
詩
が
そ
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
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蘇
武
「
詩
四
首
」
其
四
（
巻
二
九
）

俯
観
江
漢
流

俯
し
て
江
漢
の
流
る
る
を
観

仰
視
浮
雲
翔

仰
ぎ
て
浮
雲
の
翔
る
を
視
る

か
け

こ
こ
で
李
善
注
は
、
「
江
漢
」
の
流
れ
て
や
ま
ず
、
「
浮
雲
」
が

寄
る
辺
な
く
漂
い
ゆ
く
さ
ま
を
、
良
き
友
が
離
れ
ば
な
れ
と
な
り
、

流
離
し
て
よ
る
と
こ
ろ
が
無
い
こ
と
に
喩
え
た
と
す
る
。
更
に
李

善
注
は
「
仰
視
浮
雲
」
と
い
う
表
現
の
淵
源
と
し
て
、
『
楚
辞
』
宋

玉
「
九
弁
」
の
「
仰
浮
雲
而
永
歎
」
を
引
く
。
宋
玉
「
九
弁
」
の

引
用
句
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、「
仰
視
浮
雲
」
の
類
例
は
李
陵

「
与
蘇
武
三
首
」
其
一
（
巻
二
九
）
に
も
「
仰
視
浮
雲
馳
、
奄
忽

互
相
踰
」（
仰
ぎ
て
浮
雲
の
馳
す
る
を
視
る
に
、
奄
忽
と
し
て
互
い

に
相
い
踰
ゆ
）
と
見
え
、
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
「
浮
雲
」
は
こ
の

蘇
武
・
李
陵
の
作
と
さ
れ
る
詩
あ
た
り
か
ら
見
え
始
め
る
よ
う
で

あ
る
。

次
の
Ⅲ
「
不
安
定
な
は
か
な
い
も
の

浮
雲
の
志
」
は
中
野
氏

が
詩
句
の
典
故
と
な
る
散
文
の
例
と
し
て
挙
げ
た
『
論
語
』
述
而

篇
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る[

]

。
『
文
選
』
の
用
例
で
は
、
左
思

10

「
詠
史
八
首
」
其
三
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
李
善
注

も
『
論
語
』
述
而
篇
を
引
用
す
る
。

そ
し
て
こ
の
『
論
語
』
述
而
篇
の
孔
子
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
、

富
貴
を
自
己
と
関
わ
り
な
い
も
の
と
す
る
志
を
「
浮
雲
之
志
」
と

し
た
の
が
、
班
固
「
答
賓
戯
」
（
巻
四
五
）
の
「
是
以
仲
尼
抗
浮
雲

之
志
、
孟
軻
養
浩
然
之
気
」（
是
を
以
て
仲
尼

浮
雲
の
志
を
抗
げ
、

あ

孟
軻

浩
然
の
気
を
養
ふ
）
で
あ
る
。

類
例
と
し
て
挙
げ
た
潘
岳
「
閑
居
賦
」（
巻
一
六
）
の
李
善
注
は

『
論
語
』
述
而
篇
と
と
も
に
班
固
「
答
賓
戯
」
を
引
き
、『
論
語
』

か
ら
班
固
「
答
賓
戯
」
を
経
て
、「
浮
雲
之
志
」
が
形
成
さ
れ
る
過

程
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る[

]

。

11

次
に
Ⅳ
の
「
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
」
は
、
中
野
氏
が
『
文

選
』
に
多
く
用
例
が
見
え
る
と
指
摘
す
る
も
の
で
あ
り
、
曹
植
「
又

贈
丁
儀
王
粲
」（
巻
二
四
）
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

曹
植
「
又
贈
丁
儀
王
粲
」

員
闕
出
浮
雲

員
闕

浮
雲
を
出
で

承
露
槩
泰
清

承
露

泰
清
に
概
る

い
た

こ
こ
で
李
善
注
は
『
淮
南
子
』
本
経
訓
の
記
事
を
引
用
す
る
。

『
淮
南
子
』
本
経
訓

高
築
城
郭
、
設
樹
険
阻
、
崇
台
榭
之
隆
、
侈
苑
囿
之
大
。
以

窮
要
妙
之
望
、
魏
闕
之
高
、
上
際
青
雲
、
大
廈
曽
加
、
擬
於

昆
侖
。
（
高
く
城
郭
を
築
き
、
険
阻
を
設
け
樹
て
、
台
榭
の
隆

き
を
崇
く
し
、
苑
囿
の
大
な
る
を
侈
く
す
。
以
て
要
妙
の
望

た
か

ひ
ろ

を
窮
め
ん
と
し
、
魏
闕
の
高
き
こ
と
、
上
は
青
雲
に
際
り
、

い
た

大
廈
曽
加
し
て
、
昆
侖
に
擬
ふ
。）

『
淮
南
子
』
本
経
訓
は
、「
魏
闕
」
の
高
さ
を
表
現
す
る
の
に
「
浮

雲
」
を
用
い
て
お
り
、
李
善
注
は
こ
れ
が
曹
植
「
又
贈
丁
儀
王
粲
」

「
員
闕
出
浮
雲
」
と
い
う
表
現
の
基
づ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を



- 109 -

指
摘
す
る
。

『
文
選
』
に
は
他
に
、
「
古
詩
十
九
首
」
其
五
（
巻
二
九
）
「
西

北
有
高
楼
、
上
与
浮
雲
斉
」（
西
北
に
高
楼
有
り
、
上
は
浮
雲
と
斉ひ

と

し
）
、
劉
鑠
「
擬
古
二
首
・
擬
明
月
何
皎
皎
」
（
巻
三
一
）
「
落
宿

半
遥
城
、
浮
雲
藹
曽
闕
」
（
落
宿

遥
城
に
半
ば
に
し
て
、
浮
雲

曽
闕
に
藹
た
り
）
な
ど
の
例
が
見
ら
れ
、
何
れ
も
高
楼
や
高
台
の

高
さ
を
表
現
す
る
箇
所
に
「
浮
雲
」
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

傅
毅
「
舞
賦
」
（
巻
一
七
）
で
は
「
気
若
浮
雲
、
志
若
秋
霜
」
（
気

は
浮
雲
の
若
く
、
志
は
秋
霜
の
若
し
）
と
、
志
気
の
高
さ
を
表
現

す
る
例
も
見
え
る[

]

。

12

Ⅴ
の
「
天
・
神
を
象
徴
す
る
も
の
」
は
、
宋
玉
「
九
弁
五
首
」

其
四
（
巻
三
三
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

宋
玉
「
九
弁
五
首
」
其
四

塊
独
守
此
無
沢
兮

塊
独
と
し
て
此
の
沢
無
き
を
守
り

仰
浮
雲
而
永
歎

浮
雲
を
仰
ぎ
て
永
歎
す

こ
の
句
は
天
空
高
く
漂
う
「
浮
雲
」
を
仰
ぎ
見
て
嘆
く
こ
と
を

言
い
、
王
逸
注
は
「
愬
天
語
神
、
我
何
咎
也
」
（
天
に

愬

へ
神
に

う
つ
た

語
る
、
我
何
の
咎
あ
ら
ん
）
と
言
い
、「
浮
雲
」
の
向
こ
う
に
い
ま

す
天
神
に
己
の
不
遇
を
訴
え
る
と
解
釈
を
す
る
。

『
文
選
』
に
は
こ
の
他
に
類
例
が
二
例
あ
り
、
鄒
陽
「
上
書
呉

王
」
（
巻
三
九
）
「
臣
聞
蛟
龍
驤
首
奮
翼
、
則
浮
雲
出
流
、
霧
雨
咸

集
」（
臣
聞
く
蛟
龍
首
を
驤
げ
翼
を
奮
へ
ば
、
則
ち
浮
雲
出
流
し
、

あ

霧
雨
咸
く
集
ま
る
）
は
、
蛟
龍
が
雲
や
雨
を
起
こ
す
さ
ま
を
描
き
、

班
固
「
東
都
賦
・
宝
鼎
詩
」
（
巻
一
）
「
嶽
修
貢
兮
川
效
珍
、
吐
金

景
兮
歊
浮
雲
。
」
（
嶽
は
貢
を
修
め
川
は
珍
を
效
し
、
金
景
を
吐
き

い
た

て
浮
雲
を

歊

す
）
は
、
山
川
か
ら
宝
鼎
や
黄
金
が
出
る
さ
ま
を

ふ
き
い
だ

描
く
。
こ
れ
ら
は
天
や
神
を
象
徴
す
る
例
で
は
な
い
が
、
神
聖
な

存
在
と
の
関
連
や
瑞
祥
と
し
て
の
「
雲
」
で
あ
り
、「
浮
雲
」
の
神

聖
性
を
示
す
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

Ⅵ
の
「
己
の
心
を
理
解
す
る
も
の
」
は
、
劉
琨
「
扶
風
歌
」（
巻

二
八
）
の
「
浮
雲
為
我
結
、
帰
鳥
為
我
旋
。
」
（
浮
雲

我
が
為
に

結
び
、
帰
鳥

我
が
為
に
旋
る
）
の
李
善
注
が
引
用
す
る
『
漢
書
』

息
夫
躬
伝
の
例
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。

『
漢
書
』
息
夫
躬
伝

初
、
躬
待
詔
、
数
危
言
高
論
、
自
恐
遭
害
、
著
絶
命
辞
曰
、

「
…
仰
天
光
兮
自
列
、
招
上
帝
兮
我
察
。
秋
風
為
我
唫
、
浮

雲
為
我
陰
。
嗟
若
是
兮
欲
何
留
、
撫
神
龍
兮
㩜
其
須
、
游
曠

迥
兮
反
亡
期
、
雄
失
拠
兮
世
我
思
。
」
後
数
年
乃
死
、
如
其
文
。

初
め
、
躬

詔
を
待
ち
て
、
数
ば
危
言
高
論
し
、
自
ら
害
に

遭
ふ
を
恐
れ
、
絶
命
辞
を
著
し
て
曰
は
く
、
「
…
天
光
を
仰
ぎ

て
自
ら
列
べ
、
上
帝
を
招
き
て
我
察
ら
か
に
す
。
秋
風

我

の

あ
き

が
為
に
唫
じ
、
浮
雲

我
が
為
に
陰
る
。
嗟
是
の
ご
と
く
ん

あ
あ

ば
何
ぞ
留
ま
ら
ん
と
欲
す
、
神
龍
に
撫
し
て
其
の
須
を
㩜
り
、

ひ
げ

と

曠
迥
に
游
び
て
反
り
て
期
を
亡
ひ
、
雄
は
拠
を
失
ひ
て
世
我

よ
よ

を
思
は
ん
」
と
。
後
数
年
に
し
て
乃
ち
死
し
、
其
の
文
の
ご

と
し
。
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右
に
引
用
し
た
『
漢
書
』
息
夫
躬
伝
は
、
危
険
を
犯
し
て
天
子

に
直
言
し
た
息
夫
躬
が
自
ら
に
害
が
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
て
著
し
た

「
絶
命
の
辞
」
の
一
節
で
あ
り
、
彼
の
悲
痛
な
思
い
を
理
解
す
る

か
の
よ
う
に
秋
風
が
吹
き
、
漂
い
流
れ
ゆ
く
「
浮
雲
」
が
と
ど
ま

る
こ
と
を
詠
む
。
劉
琨
の
「
扶
風
歌
」
も
、
別
れ
の
悲
歎
を
理
解

す
る
か
の
よ
う
に
漂
い
流
れ
ゆ
く
「
浮
雲
」
が
と
ど
ま
る
こ
と
を

詠
ん
で
お
り
、「
浮
雲
」
そ
の
も
の
は
Ⅱ
の
「
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い

も
の
」
に
属
す
べ
き
例
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
が
自
分
の
た
め
に

と
ど
ま
る
と
い
う
発
想
は
、
李
善
注
が
指
摘
す
る
『
漢
書
』
息
夫

躬
伝
に
見
え
る
「
浮
雲
」
の
用
法
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、『
文
選
』
の
「
浮
雲
」
の
用
例
を
、
李
善
注
を

参
考
に
し
て
分
類
す
る
と
、
六
つ
の
意
味
や
用
法
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
魏
晋
以
前
の
詩
の
「
浮
雲
」
の
用
例

に
は
、
こ
の
六
つ
の
意
味
や
用
法
以
外
の
「
浮
雲
」
の
例
も
散
見

す
る
。
例
え
ば
、
魏
・
徐
幹
「
雑
詩
五
首
」
其
三
の
「
浮
雲
」
な

ど
が
そ
う
で
あ
る
。

魏
・
徐
幹
「
雑
詩
五
首
」
其
三
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
一
）

…
浮
雲
何
洋
洋

浮
雲

何
ぞ
洋
洋
た
る

願
因
通
我
辞

願
は
く
は
因
り
て
我
が
辞
を
通
ぜ
ん

飄
颻
不
可
寄

飄
颻

寄
る
べ
か
ら
ず

徙
倚
徒
相
思

徙
倚
し
て
徒
ら
に
相
思
ふ

…

こ
の
詩
は
遠
く
異
郷
に
い
る
夫
を
思
う
女
性
の
情
を
詠
ん
だ
詩

で
あ
り
、
彼
女
は
「
浮
雲
」
に
託
し
て
相
手
に
思
い
を
伝
え
よ
う

と
す
る
。
し
か
し
、
不
安
定
に
ひ
る
が
え
る
「
浮
雲
」
は
「
寄
」

る
こ
と
は
で
き
ず
、
女
性
は
空
し
く
相
手
を
思
い
慕
う
し
か
な
い
。

こ
の
「
浮
雲
」
に
思
い
を
託
す
と
い
う
発
想
は
、
『
楚
辞
』
九
章
・

思
美
人
の
「
願
寄
言
於
浮
雲
兮
、
遇
豊
隆
而
不
将
。
因
帰
鳥
而
致

辞
兮
、
羌
宿
高
而
難
当
」
（
言
を
浮
雲
に
寄
す
る
を
願
ふ
も
、
豊
隆

に
遇
ひ
て
将
ら
れ
ず
。
帰
鳥
に
因
り
て
辞
を
致
す
も
、
羌

高
き

お
く

あ
あ

に
宿
り
て
当
た
り
難
し
）
に
あ
り
、
徐
幹
「
雑
詩
五
首
」
其
三
の

「
浮
雲
」
は
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
阮
瑀
「
公
讌
詩
」
（
『
初
学
記
』
巻
一
四
作
阮
瑀
詩
）
に
は

「
五
味
風
雨
集
、
杯
酌
若
浮
雲
」（
五
味

風
雨
の
ご
と
く
集
ま
り
、

杯
酌

浮
雲
の
ご
と
し
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
宴
席
で
交
わ
さ
れ

る
酒
杯
が
「
浮
雲
」
の
よ
う
だ
と
言
う
。「
如
雲
」
が
多
い
こ
と
を

形
容
す
る
こ
と
は
『
詩
経
』
に
見
え
、
こ
こ
の
「
若
浮
雲
」
も
酒

杯
の
多
さ
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
漢
魏
晋
詩
の
「
浮
雲
」
の
用
例
は
、
お
お
む
ね
『
文

選
』
の
六
つ
の
意
味
と
用
法
に
合
致
す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
「
浮

雲
」
の
意
味
や
用
法
は
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
は
漢
魏
晋
詩
の
「
浮
雲
」
が
、「
意
味
の
無
い
雲
」
か
ら
「
意
味

の
あ
る
雲
」
へ
と
、
そ
の
意
味
や
用
法
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程

に
あ
り
、
い
ま
だ
規
範
と
な
る
べ
き
意
味
や
用
法
が
定
ま
ら
い
状

態
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
文
選
』
の
編
纂
時
期
は
梁
の
普
通
七
年
（
五
二
六
）
か

ら
中
大
通
二
年
（
五
三
〇
）
頃
と
さ
れ
て
お
り
、
収
録
作
品
は
周
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か
ら
南
朝
梁
代
前
期
ま
で
に
至
る
が
、『
文
選
』
の
「
浮
雲
」
の
用

例
の
う
ち
、
南
朝
の
劉
宋
以
後
の
例
は
梁
・
江
淹
の
「
恨
賦
」
の

み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
『
文
選
』
の
「
浮
雲
」
は
、
魏
晋
以
前
の

「
詩
」
に
お
け
る
「
浮
雲
」
の
傾
向
を
反
映
し
て
、
多
様
な
「
浮

雲
」
の
意
味
や
用
法
が
混
在
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
南
朝
期
の
唯
一
の
例
で
あ
る
梁
・
江
淹
の
「
恨
賦
」
の

「
浮
雲
」
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

江
淹
「
恨
賦
」（
巻
一
六
）

及
夫
中
散
下
獄
、
神
気
激
揚
、
濁
醪
夕
引
、
素
琴
晨
張
。
秋

日
蕭
索
、
浮
雲
無
光
。
鬱
青
霞
之
奇
意
、
入
脩
夜
之
不
暘
。

夫
の
中
散

獄
に
下
り
、
神
気
激
揚
す
る
に
及
ん
で
は
、
濁

醪

夕
に
引
き
、
素
琴

晨
に
張
る
。
秋
日

蕭
索
と
し
て
、

浮
雲

光
無
し
。
青
霞
の
奇
意
を
鬱
し
、
脩
夜
の
暘
け
ざ
る

あ

に
入
る
。

こ
こ
は
嵇
康
（
「
中
散
」
）
が
下
獄
さ
れ
て
悲
歎
に
く
れ
る
場
面

で
あ
り
、
夕
暮
れ
に
は
濁
酒
を
あ
お
り
、
朝
に
は
琴
に
思
い
を
託

す
嵇
康
の
周
囲
は
、
も
の
寂
し
い
秋
の
日
の
下
、
「
浮
雲
」
に
も
光

が
無
い
こ
と
を
い
う
。
哀
愁
や
悲
歎
を
感
じ
さ
せ
る
景
物
の
中
に

「
浮
雲
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
『
文
選
』
の
他
の
例
と
共

通
す
る
が
、
こ
こ
で
「
浮
雲
」
が
「
無
光
」
と
す
る
の
は
、
本
来

は
「
浮
雲
」
が
「
有
光
」
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
輝
く
光
を
放

つ
美
し
い
「
浮
雲
」
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
句
に
つ
い
て
李
善
注
は
な
く
、『
文
選
』
に
も
同
じ
よ
う
な

「
浮
雲
」
の
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
魏

晋
以
前
の
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」
に
も
同
様
の
例
は
見
当
た
ら
な

い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
梁
以
後
は
、
江
淹
の
「
恨
賦
」
以
外
に
も

美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
「
浮
雲
」
の
例
が
現
れ
る
。

先
達
の
指
摘
す
る
如
く
、
六
朝
以
後
の
詩
―
稿
者
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
特
に
斉
梁
以
後
の
詩
―
に
お
い
て
は
、「
浮
雲
」
は
遊
子
を

象
徴
と
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
親
し
い
者
に
思
い
を
は
せ
る
よ

す
が
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
一
方
で
梁
以
降
の

詩
に
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
「
浮
雲
」
も
現
れ
る
。
次
節
で
は
六

朝
後
期
の
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」
に
つ
い
て
、『
文
選
』
の
「
浮
雲
」

以
後
の
展
開
を
追
っ
て
み
た
い
。

三

六
朝
後
期
の
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」

―
『
文
選
』
の
「
浮
雲
」
そ
の
後

前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
『
文
選
』
の
「
浮
雲
」
は
、
西
晋
以
前

の
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」
の
多
様
な
意
味
や
用
法
を
反
映
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
六
朝
後
期
に
は
、
こ
の
「
浮
雲
」
の
多
様
性

は
失
わ
れ
、
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
も
の
と
し
て
の
「
浮
雲
」
が
多

く
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
「
浮
雲
」
の
用
例
は
、
遊
子
の
象
徴

と
し
て
、
或
い
は
遠
く
の
人
や
故
郷
を
思
う
よ
す
が
と
し
て
、
詩

人
に
悲
歎
や
哀
傷
を
引
き
起
こ
さ
せ
る
景
物
と
し
て
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
特
に
斉
梁
以
降
の
「
浮
雲
」
の
詩
に
多
く

踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
次
の
魏
文
帝
「
雑
詩
二
首
」
其
二
（
巻

二
九
）
で
あ
る
。
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魏
文
帝
「
雑
詩
二
首
」
其
二

西
北
有
浮
雲

西
北
に
浮
雲
有
り

亭
亭
如
車
蓋

亭
亭
と
し
て
車
蓋
の
如
し

惜
哉
時
不
遇

惜
し
ひ
か
な

時
遇
は
ず

適
与
飄
風
会

適

ま
飄
風
と
会
ふ

た
ま
た

吹
我
東
南
行

我
を
吹
き
て
東
南
に
行
か
し
め

南
行
至
呉
会

行
き
行
き
て
呉
会
に
至
る

呉
会
非
我
郷

呉
会

我
が
郷
に
非
ず

安
能
久
留
滞

安
ん
ぞ
能
く
久
し
く
留
滞
せ
ん

棄
置
勿
復
陳

棄
て
置
き
て
復
た
陳
ぶ
る
勿
か
れ

客
子
常
畏
人

客
子
は
常
に
人
を
畏
る

こ
の
詩
は
、
西
北
の
「
浮
雲
」
が
時
に
遇
わ
ず
、
風
に
吹
か
れ

て
東
南
の
「
呉
会
」
に
至
る
こ
と
を
、
故
郷
を
離
れ
て
異
郷
を
旅

ゆ
く
「
客
子
」
た
る
自
分
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
遊
子
の
漂
泊
の
思

い
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

斉
梁
以
後
の
詩
に
は
、
こ
の
魏
文
帝
「
雑
詩
二
首
」
の
表
現
を

踏
ま
え
つ
つ
、
漂
泊
の
身
の
上
に
喩
え
た
り
、
望
郷
の
思
い
を
述

べ
る
詩
が
多
く
見
え
始
め
る[

]

。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

13

南
斉
・
謝
朓
「
曲
池
之
水
」（
『
謝
宣
城
詩
集
』
巻
二
）

浮
雲
自
西
北

浮
雲

西
北
よ
り
し

海
江
思
無
窮

海
江

思
ひ
窮
ま
り
無
し

南
斉
・
謝
朓
「
奉
和
随
王
殿
下
詩
十
六
首
」
其
九(

同
巻
五)

浮
雲
西
北
起

浮
雲

西
北
に
起
こ
り

飛
来
下
高
堂

飛
来
し
て
高
堂
に
下
る

南
斉
・
陸
厥
「
南
郡
歌
」（
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
二
）

旅
雁
向
南
飛

旅
雁

南
に
向
か
ひ
て
飛
び

浮
雲
復
如
蓋

浮
雲

復
た
蓋
の
ご
と
し

梁
・
江
淹
「
学
魏
文
帝
詩
」
（
『
古
詩
紀
』
巻
七
六
）

西
北
有
浮
雲

西
北
に
浮
雲
有
り

繚
繞
華
陰
山

繚
繞
た
り
華
陰
の
山

右
に
挙
げ
た
詩
は
「
西
北
」「
如
蓋
」
の
よ
う
に
、
魏
文
帝
の
「
雑

詩
」
の
表
現
を
踏
ま
え
つ
つ
、
漂
泊
の
象
徴
と
し
て
「
浮
雲
」
に

自
ら
の
姿
や
愛
す
る
人
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
る
。

そ
し
て
、
北
周
・
王
褒
「
和
庾
司
水
修
渭
橋
詩
」
（
『
初
学
記
』

巻
七
）
で
は
、
共
に
北
朝
に
仕
え
る
庾
信
と
自
ら
の
現
在
の
立
場

を
述
べ
て
、
「
空
悦
浮
雲
賦
、
非
復
採
蓮
謳
」
（
空
し
く
悦
ぶ
浮
雲

の
賦
、
採
蓮
の
謳
を
復
す
る
に
非
ず
）
と
言
う
。
牛
貴
琥
注
に
よ

れ
ば
、「
浮
雲
賦
」
は
魏
文
帝
「
雑
詩
」
を
指
し
、
二
句
は
現
在
庾

信
と
自
分
が
西
北
の
地
長
安
で
詩
を
唱
和
し
て
お
り
、
江
南
の
水

辺
で
採
蓮
曲
を
互
い
に
唱
和
し
て
い
た
時
と
は
異
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
言
う
と
解
釈
す
る[

]

。
こ
の
よ
う
に
魏
文
帝
「
雑
詩
」

14

は
「
浮
雲
の
賦
」
と
異
称
さ
れ
る
ほ
ど
、「
浮
雲
」
の
詩
の
代
表
的

作
品
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
し
て
、
六
朝
後
期
の
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」
の
も
う
ひ
と
つ

の
特
徴
と
し
て
指
摘
す
べ
き
は
、
江
淹
「
恨
賦
」
の
よ
う
な
美
の

対
象
と
し
て
の
「
浮
雲
」
が
、
梁
以
後
の
詩
に
見
ら
れ
始
め
る
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
梁
簡
文
帝
「
詠
雲
詩
」
な
ど
が
そ
う
で
あ

る
。

梁
簡
文
帝
「
詠
雲
詩
」
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
一
）

浮
雲
舒
五
色

浮
雲

五
色
を
舒
べ

の

馬
脳
映
霜
天

馬
脳

霜
天
に
映
ず

玉
葉
散
秋
影

玉
葉

秋
影
に
散
り

金
風
飄
紫
煙

金
風

紫
煙
を
飄
す

こ
れ
は
「
雲
」
を
詠
じ
た
詠
物
詩
で
あ
り
、
五
色
の
「
浮
雲
」

が
瑪
瑙
の
よ
う
に
秋
の
空
に
輝
き
、
玉
葉
の
よ
う
に
秋
の
日
に
照

ら
さ
れ
、
秋
風
に
翻
る
瑞
雲
と
な
る
さ
ま
を
詠
じ
る
。
前
野
氏
は
、

「
意
味
の
あ
る
雲
」
と
し
て
、
黄
帝
が
蚩
尤
と
戦
っ
た
際
に
、
「
金

枝
玉
葉
」
の
形
を
し
た
五
色
の
雲
が
、
皇
帝
の
頭
上
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
と
す
る
西
晋
・
崔
豹
『
古
今
注
』
の
故
事
を
引
く[

]
が
、

15

江
淹
「
恨
賦
」
の
「
浮
雲
」
は
、
こ
の
五
色
の
雲
を
想
起
さ
せ
る
。

た
だ
「
五
色
」「
玉
葉
」
の
語
は
、
崔
豹
『
古
今
注
』
に
も
見
え

る
が
、「
浮
雲
」
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
陸
機
「
浮
雲
賦
」
に
「
五

色
」
「
玉
葉
」
「
馬
脳
」
の
語
が
見
え
、
梁
簡
文
帝
は
こ
の
詠
物
賦

を
踏
ま
え
た
可
能
性
も
あ
る
。

陸
機
「
浮
雲
賦
」
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
一
）

金
柯
分
、
玉
葉
散
。
緑
翹
明
、
巌
英
煥
。
…
…
有
若
芙
蓉
群

披
、
蕣
華
総
会
。
車
渠
繞
理
、
馬
脳
縟
文
。

金
柯
分
か
れ
、
玉
葉
散
れ
り
。
緑
翹
明
か
に
、
巌
英
煥
か
な

り
。
…
…
芙
蓉
の
群
れ
披
き
、
蕣
華
の
総
て
会
ま
る
が
若
き

あ
つ

有
り
。
車
渠

理
を
繞
ら
し
、
馬
脳

文
を

縟

る
。

い
ろ
ど

陸
機
の
「
浮
雲
賦
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
移
動
し
変
化
す
る
「
浮

雲
」
の
形
状
や
美
し
さ
を
描
い
た
詠
物
賦
で
あ
り
、
障
害
や
漂
泊

の
イ
メ
ー
ジ
が
伴
う
「
浮
雲
」
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
瑞
祥
や
高

貴
な
存
在
と
し
て
の
雲
を
描
く
。
梁
簡
文
帝
は
こ
の
他
に
も
詠
物

賦
の
表
現
を
踏
ま
え
た
「
浮
雲
」
の
例
が
あ
る
。

梁
簡
文
帝
「
烏
棲
曲
四
首
」
其
二
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
九
）

浮
雲
似
帳
月
成
鈎

浮
雲
は
帳
に
似

月
は
鈎
を
成
す

那
能
夜
夜
南
陌
頭

那
ぞ
能
く

夜
夜
南
陌
の
頭

宜
城
醞
酒
今
行
熟

宜
城
の
醞
酒

今

行

く
熟
せ
ん

ゆ
く
ゆ

停
鞍
繫
馬
暫
棲
宿

鞍
を
停
め
馬
を
繫
ぎ
て
暫
く
棲
宿
せ
よ

こ
こ
で
は
「
浮
雲
」
を
「
帳
」
に
見
た
て
、「
月
」
と
対
比
さ
せ

て
描
く
が
、
こ
れ
は
謝
霊
運
「
怨
曉
月
賦
」（
『
芸
文
類
聚
』
巻
一
）

に
「
臥
洞
房
兮
当
何
悦
、
滅
華
燭
兮
弄
曉
月
。
昨
三
五
兮
既
満
、

今
二
八
兮
将
缺
。
浮
雲
褰
兮
收
泛
灩
、
明
舒
照
兮
殊
皎
潔
」（
洞
房

に
臥
し
て
当
に
何
を
か
悦
ぶ
べ
き
、
華
燭
を
滅
し
て
曉
月
を
弄
す
。

昨
三
五
に
し
て
既
に
満
ち
、
今
二
八
に
し
て
将
に
缺
け
た
り
。
浮

雲
褰
げ
て
泛
灩
を
収
め
、
明
舒
照
り
て
殊
に
皎
潔
た
り
）
と
類
似

か
か
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の
表
現
が
見
え
、
梁
簡
文
帝
は
「
浮
雲
」
の
美
し
さ
を
詠
む
の
に
、

晋
宋
の
詠
物
賦
か
ら
着
想
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
従
来
の
「
浮
雲
」
の
意
味
や
用
法
を
活
か
し
つ
つ
、
そ
の

美
し
さ
も
盛
り
込
む
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、
蕭
子
顕
「
燕
歌
行
」

は
、
そ
の
題
名
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
、
遠
く
出
征
す
る
男
性
を
慕

う
女
性
の
思
い
を
詠
む
が
、
そ
の
女
性
が
自
分
の
現
状
を
男
性
に

訴
え
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

蕭
子
顕
「
燕
歌
行
」（
『
玉
台
新
詠
』
巻
九
）

明
月
金
光
徒
照
妾

明
月
の
金
光

徒
ら
に
妾
を
照
ら
し

浮
雲
玉
葉
君
不
知

浮
雲
の
玉
葉

君
知
ら
ず

こ
こ
で
「
浮
雲
」
は
漂
泊
の
身
で
あ
る
男
性
と
重
ね
合
わ
せ
て

い
る
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
「
金
光
」
「
玉
葉
」
と
い
う
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
明
月
」
と
「
浮
雲
」
は
男
性
を
思
う
女
性

の
周
囲
を
美
し
く
飾
る
装
置
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
梁
簡
文
帝
「
浮
雲
詩
」（
『
玉
台
新
詠
』
巻
一
〇
）

は
巫
山
の
雲
雨
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
重
く
垂
れ
込
め
た
り
、
軽

や
か
に
ひ
る
が
え
る
「
片
雲
」
の
姿
を
愛
で
、
沈
満
幹
「
映
水
曲
」

（
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
七
）
は
「
軽
鬢
」
を
「
浮
雲
」
に
、「
双
蛾
」

を
「
初
月
」
に
見
立
て
て
そ
の
美
し
さ
を
詠
む
。

更
に
陳
の
後
主
は
、
山
中
の
寺
院
の
幽
遠
な
さ
ま
や
春
の
穏
や

か
な
景
色
を
「
浮
雲
」
を
用
い
て
描
く
。

陳
後
主
「
同
江
僕
射
遊
攝
山
棲
霞
寺
詩
」

（
『
広
弘
明
集
』
巻
三
〇
上
）

天
迥
浮
雲
細

天
迥
か
に
し
て
浮
雲
細
く

山
空
明
月
深

山
空
し
く
し
て
明
月
深
し

陳
後
主
「
同
平
南
弟
元
日
思
帰
詩
」(

『
古
詩
紀
』
巻
九
八)

浮
雲
断
更
続

浮
雲

断
へ
て
更
に
続
き

軽
花
落
復
香

軽
花

落
ち
て
復
た
香
る

特
に
後
者
は
そ
れ
ま
で
哀
愁
や
悲
歎
を
感
じ
さ
せ
る
秋
の
景
物

と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
「
浮
雲
」
を
春
の
景
物
と

し
て
用
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
梁
以
後
の
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」
の
用
例
で
、
更
に
も
う

一
つ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
「
浮
雲
」
を
良
馬
と
結
び
つ
け
て
用
い
る

詩
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
梁
詩
で
は
、
次
の
庾
肩
吾
の
詩
が

そ
れ
に
当
た
る
。

庾
肩
吾
「
侍
讌
九
日
詩
」（
『
芸
文
類
聚
』
巻
四
）

飲
羽
山
西
射

飲
羽

山
西
の
射

浮
雲
冀
北
驄

浮
雲

冀
北
の
驄

塵
飛
金
埒
満

塵
飛
び
て

金
埒
満
ち

葉
破
柳
條
空

葉
破
れ
て

柳
條
空
し

こ
の
詩
は
北
宋
・
蒲
積
中
編
の
『
古
今
歳
時
雑
詠
』
で
は
「
九

日
侍
宴
楽
遊
苑
応
令
詩
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
右
の
四
句
は
宴
中

で
催
さ
れ
る
騎
射
の
様
子
を
描
い
た
部
分
で
あ
る
。「
飲
羽
」
は
春
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秋
楚
の
武
将
養
由
基
が
射
た
矢
が
石
に
刺
さ
っ
た
と
い
う
故
事
を

踏
ま
え
、
「
浮
雲
」
は
「
漢
郊
祀
歌
十
九
首
」
天
馬
（
『
漢
書
』
礼

楽
志
二
）
に
「
志
俶
儻
、
精
権
奇
。
籋
浮
雲[

]

、
晻
上
馳
」
（
志

16

は
俶
儻
た
り
、
精
は
権
奇
た
り
。
浮
雲
を
籋
み
、
晻
と
し
て
上
馳

ふ

す
）
を
踏
ま
え
、
浮
雲
を
踏
む
よ
う
に
疾
走
す
る
馬
の
姿
を
形
容

す
る[

]

。

17

こ
の
よ
う
に
疾
走
す
る
馬
の
姿
に
「
浮
雲
」
を
用
い
る
例
は
梁

代
の
詩
に
は
こ
の
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
陳
代
の
詩
や
北
朝

の
詩
に
お
い
て
も
、
顔
之
推
や
庾
信
な
ど
北
朝
に
仕
え
た
南
朝
の

文
人
に
そ
れ
ぞ
れ
作
例
が
見
え
る
。
い
ま
幾
つ
か
例
を
あ
げ
る
と
、

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

陽
縉
「
俠
客
控
絶
影
詩
」（
『
芸
文
類
聚
』
巻
三
三
）

影
入
呉
門
疑
曳
練

影
は
呉
門
に
入
り
て
練
を
曳
く
か
と

疑
ひ

形
来
西
北
似
浮
雲

形
は
西
北
よ
り
来
り
て
浮
雲
の
如
し

顔
之
推
「
聴
鳴
蝉
篇
」
（
『
初
学
記
』
巻
三
〇
）

剣
影
奔
星
落

剣
影

奔
星
の
落
ち

馬
色
浮
雲
起

馬
色

浮
雲
の
起
こ
る

庾
信
「
詠
画
屏
風
詩
二
五
首
」
其
一
八

（
『
庾
子
山
集
』
巻
五
）

浮
雲
随
走
馬

浮
雲

走
馬
に
随
ひ

明
月
逐
彎
弓

明
月

彎
弓
を
逐
ふ

陽
縉
は
絶
影
の
よ
う
な
名
馬
が
疾
走
す
る
姿
を
、
魏
文
帝
「
雑

詩
」
を
踏
ま
え
て
西
北
か
ら
来
た
「
浮
雲
」
の
よ
う
だ
と
言
い
、

顔
之
推
は
馬
の
姿
を
湧
き
起
こ
る
浮
雲
に
た
と
え
、
庾
信
は
疾
走

す
る
馬
が
「
浮
雲
」
の
よ
う
に
、
彎
曲
す
る
弓
が
「
明
月
」
の
よ

う
だ
と
、
馬
と
弓
を
「
浮
雲
」
と
「
明
月
」
に
重
ね
合
わ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
馬
の
姿
を
「
浮
雲
」
と
表
現
す
る
例
が
梁
以
後
に

現
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
は
従
来
の
「
浮
雲
」
の
イ
メ
ー
ジ
や
美
し
き

「
浮
雲
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
掛
け
あ
わ
せ
て
表
現
が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
。
先
達
の
指
摘
す
る
如
く
、
六
朝
以
後
の
詩
に
お
い
て
は
漂

い
さ
だ
ま
ら
な
い
「
浮
雲
」
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
だ

が
、
そ
の
中
で
も
梁
以
後
の
詩
に
お
い
て
は
、
西
晋
以
前
の
「
浮

雲
」
の
意
味
や
用
法
と
は
異
な
る
、
新
た
な
「
浮
雲
」
の
意
味
や

用
法
が
形
成
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
初
盛
唐
期
の
「
浮
雲
」
は
ど
こ
へ
と
向
か
う
の
か
。
次

節
で
は
初
盛
唐
期
の
「
浮
雲
」
の
行
方
を
追
っ
て
み
た
い
。

四

初
盛
唐
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」

―
李
白
の
「
浮
雲
」
を
め
ぐ
っ
て

ま
ず
初
唐
の
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」
は
、
六
朝
末
に
現
れ
た
「
浮

雲
」
、
す
な
わ
ち
美
の
対
象
と
し
て
の
「
浮
雲
」
と
馬
を
形
容
す
る

「
浮
雲
」
の
例
が
目
立
ち
、
ま
た
六
朝
期
に
は
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
「
浮
雲
」
の
割
合
も
少
な
く
な
る
。
例
え

ば
、
初
唐
四
傑
の
一
人
盧
照
鄰
は
「
浮
雲
」
の
用
例
が
四
例
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
の
三
例
は
「
浮
雲
」
と
「
明
月
」
と
を
対
句
と
し
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て
お
り
、
そ
れ
ら
は
馬
を
形
容
す
る
「
浮
雲
」
や
、
悲
哀
だ
け
で

な
く
む
し
ろ
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
「
浮
雲
」
で
あ
る
。

盧
照
鄰
「
結
客
少
年
場
行
」
（
『
廬
照
鄰
集
箋
注
』
巻
一
）

玉
剣
浮
雲
騎

玉
剣

浮
雲
の
騎

金
鞭
明
月
弓

金
鞭

明
月
の
弓

盧
照
鄰
「
贈
益
府
裴
録
事
」（
同
巻
一
）

浮
雲
映
丹
壑

浮
雲

丹
壑
に
映
え

明
月
満
青
山

明
月

青
山
に
満
つ

盧
照
鄰
「
明
月
引
」（
同
巻
二
）

浮
雲
巻
靄

浮
雲

靄
を
巻
き

明
月
流
光

明
月

光
を
流
す

「
結
客
少
年
場
行
」
は
玉
剣
を
た
ず
さ
え
る
遊
俠
者
が
乗
る
馬

を
「
浮
雲
の
騎
」
と
言
い
、「
贈
益
府
裴
録
事
」
は
遠
く
に
い
る
友

を
思
っ
て
「
浮
雲
」
や
「
明
月
」
を
見
て
い
る
。
両
者
は
離
別
を

想
起
さ
せ
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、「
丹
壑
」

に
映
え
る
雲
と
青
山
に
満
ち
る
月
の
光
は
悲
し
く
も
美
し
い
景
物

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
明
月
引
」
は
「
浮
雲
」
が
霧
散

し
て
明
月
が
現
れ
る
こ
と
を
言
い
、「
浮
雲
」
そ
の
も
の
は
日
月
を

覆
う
存
在
で
は
あ
る
が
、
引
用
し
た
冒
頭
四
句
は
曹
植
「
七
哀
詩
」

の
「
明
月
照
高
楼
、
流
光
正
徘
徊
」
を
想
起
さ
せ
る
、
こ
れ
も
ま

た
悲
し
く
も
美
し
い
景
物
で
あ
る[

]

。

18

こ
の
他
に
も
、
宋
之
問
「
明
河
篇
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
一
）
で

は
「
已
能
舒
巻
任
浮
雲
、
不
惜
光
輝
譲
流
月
」（
已
に
能
く
舒
巻
す

る
は
浮
雲
に
任
せ
、
光
輝
の
流
月
に
譲
る
を
惜
し
ま
ず
）
と
霧
散

す
る
「
浮
雲
」
と
輝
く
「
流
月
」
を
対
と
し
て
美
し
き
景
物
が
描

か
れ
、
蘇
味
道
「
単
于
川
対
雨
二
首
」
其
二
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
五
）

で
は
「
飛
雨
欲
迎
旬
、
浮
雲
已
送
春
」（
飛
雨

旬
を
迎
へ
ん
と
欲

し
、
浮
雲

已
に
春
を
送
る
）
と
、
恵
み
の
雨
を
も
た
ら
す
春
の

「
浮
雲
」
が
描
か
れ
、
そ
し
て
李
嶠
「
馬
」（
『
全
唐
詩
』
巻
六
〇
）

で
は
「
明
月
来
鞍
上
、
浮
雲
落
蓋
中
」（
明
月

鞍
上
に
来
た
り
、

浮
雲

蓋
中
に
落
つ
）
と
、
天
馬
の
麗
し
く
優
れ
た
姿
を
描
く
。

こ
の
よ
う
に
六
朝
後
期
の
「
浮
雲
」
か
ら
の
流
れ
を
く
む
「
浮

雲
」
が
見
え
る
一
方
、
西
晋
以
前
の
「
浮
雲
」
の
意
味
・
用
法
を

用
い
る
詩
も
あ
り
、
六
朝
詩
の
よ
う
に
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
「
浮

雲
」
が
多
数
を
占
め
る
状
況
と
は
異
な
っ
て
く
る
。

盛
唐
の
詩
に
至
る
と
、
再
び
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
「
浮
雲
」
の

例
が
多
く
な
り
、
特
に
李
白
に
は
有
名
な
「
送
友
人
」
の
「
浮
雲

遊
子
意
、
落
日
故
人
情
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
漂
い
さ
だ
ま

ら
な
い
「
浮
雲
」
の
例
が
圧
倒
的
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
李
白
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
「
浮

雲
」
が
そ
の
詩
に
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。

李
白
「
答
杜
秀
才
五
松
山
見
贈
」

（
王
琦
注
『
李
太
白
全
集
』
巻
一
九
）

浮
雲
蔽
日
去
不
返

浮
雲

日
を
蔽
ひ
て
去
り
て
返
ら
ず

総
為
秋
風
摧
紫
蘭

総
べ
て
秋
風
の
為
に
紫
蘭
を
摧
か
る

く
だ
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李
白
「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
晏
入
中
京
」
（
同
巻
八
）

我
似
浮
雲
滞
呉
越

我
浮
雲
に
似
て
呉
越
に
滞
り

君
逢
聖
主
遊
丹
闕

君
は
聖
主
に
逢
ひ
て
丹
闕
に
遊
ぶ

李
白
「
登
太
白
峰
」（
同
巻
二
一
）

願
乗
泠
風
去

願
は
く
は
泠
風
に
乗
じ
て
去
り

直
出
浮
雲
間

直
ち
に
浮
雲
の
間
に
出
づ
る
を

李
白
「
贈
郭
季
鷹
」（
同
巻
九
）

河
東
郭
有
道

河
東
の
郭
有
道

於
世
若
浮
雲

世
に
於
い
て
浮
雲
の
若
し

李
白
「
江
夏
寄
漢
陽
輔
録
事
」（
同
巻
一
四
）

長
呼
結
浮
雲

長
呼
し
て
浮
雲
を
結
び

埋
没
顧
栄
扇

埋
没
す

顧
栄
の
扇

「
答
杜
秀
才
五
松
見
贈
」
は
楊
雄
の
よ
う
な
文
才
の
あ
る
人
物

が
小
人
の
讒
言
に
遭
っ
て
世
を
避
け
て
隠
棲
す
る
こ
と
を
言
い
、

「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
晏
入
中
京
」
は
魏
武
帝
「
雑
詩
」
を
踏
ま

え
て
江
南
の
地
で
放
浪
す
る
身
を
「
浮
雲
」
に
喩
え
、「
登
太
白
峰
」

で
は
『
荘
子
』
に
見
え
る
「
泠
風
」
に
乗
っ
て
天
の
高
み
へ
と
上

り
ゆ
く
こ
と
を
願
う
。
ま
た
「
贈
郭
季
鷹
」
で
は
『
論
語
』
の
孔

子
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
郭
太
が
世
間
に
と
っ
て
意
味
の
な
い
存
在

で
あ
る
こ
と
を
言
い
、「
江
夏
寄
漢
陽
輔
録
事
」
で
は
、
恐
ら
く
劉

琨
「
扶
風
歌
」
の
「
浮
雲
為
我
結
」
を
踏
ま
え
て
、
遠
く
都
を
離

れ
て
報
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
長
く
出
征
す
る
嘆
き
を
、
同
じ
く
西

晋
に
仕
え
た
顧
栄
の
扇
の
故
事
と
対
応
さ
せ
て
表
現
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

そ
し
て
次
の
「
秋
夕
旅
懐
」
で
は
、
秋
の
旅
愁
を
増
す
景
物
と

し
て
「
明
月
」
の
輝
き
と
と
も
に
夕
方
の
「
浮
雲
」
の
「
色
」
を

見
つ
め
、「
效
古
二
首
」
其
一
で
は
日
暮
れ
に
宮
中
を
退
出
す
る
に

名
馬
に
乗
っ
て
帰
る
さ
ま
を
描
く
。

李
白
「
秋
夕
旅
懐
」（
同
巻
二
四
）

目
極
浮
雲
色

目
は
極
む

浮
雲
の
色

心
断
明
月
暉

心
は
断
ゆ

明
月
の
暉

李
白
「
效
古
二
首
」
其
一
（
同
巻
二
四
）

帰
時
落
日
晚

帰
る
時

落
日
の
晚

躞
蹀
浮
雲
驄

躞
蹀
た
り

浮
雲
の
驄

こ
の
李
白
の
「
浮
雲
」
の
よ
う
に
、
初
盛
唐
の
詩
に
お
け
る
「
浮

雲
」
は
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
「
浮
雲
」
の
例
が
多
い
も
の
の
、
む

し
ろ
『
文
選
』
に
見
い
だ
さ
れ
た
魏
晋
以
前
の
「
浮
雲
」
や
梁
以

後
に
新
た
に
現
れ
る
「
浮
雲
」
に
連
な
る
多
様
な
「
浮
雲
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。

更
に
李
白
に
は
他
の
詩
人
た
ち
に
は
見
ら
れ
な
い
新
し
い
「
浮

雲
」
の
用
法
も
見
ら
れ
る
。
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李
白
「
古
風
五
九
首
」
其
三
（
同
巻
二
）

揮
剣
決
浮
雲

剣
を
揮
ひ
て

浮
雲
を
決
し

諸
侯
尽
西
来

諸
侯

尽
く
西
に
来
た
る

李
白
「
送
白
利
従
金
吾
董
将
軍
西
征
」（
同
一
七
）

剣
決
浮
雲

剣
は
浮
雲
の

を
決
し

気

気

弓
彎
明
月
輝

弓
は
彎
く
明
月
の
輝

ひ

李
白
「
在
水
軍
宴
贈
幕
府
諸
侍
御
」
（
同
巻
一
一
）

浮
雲
在
一
決

浮
雲

一
決
に
在
り

誓
欲
清
幽
燕

誓
ひ
て
幽
燕
を
清
め
ん
と
欲
す

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
趙
の
恵
文
王
に
天
子
の
剣
に
つ
い
て
尋

ね
ら
れ
た
荘
子
が
、
そ
の
特
長
と
し
て
「
上
決
浮
雲
、
下
絶
地
紀
。

此
剣
一
用
、
匡
諸
侯
、
天
下
服
矣
。
此
天
子
之
剣
也
」
（
上
は
浮
雲

を
決
し
、
下
に
地
紀
を
絶
つ
。
此
の
剣
一
た
び
用
ふ
れ
ば
、
諸
侯

を
匡
し
、
天
下
服
せ
り
。
此
れ
天
子
の
剣
な
り
）
と
説
い
た
と
い

う
『
荘
子
』
説
剣
に
見
え
る
故
事
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る[

]

。
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そ
し
て
更
に
、
李
白
の
「
浮
雲
」
に
は
、
陶
淵
明
の
「
無
心
の

雲
」
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
「
浮
雲
」
の
例
も
あ
る
。

李
白
「
古
風
五
九
首
」
其
一
二
（
同
巻
二
）

松
柏
本
孤
直

松
柏

本
と
孤
直

難
為
桃
李
顔

桃
李
の
顔
を
為
し
難
し

昭
昭
厳
子
陵

昭
昭
た
り

厳
子
陵

垂
釣
滄
波
間

釣
を
垂
る

滄
波
の
間

身
将
客
星
隠

身
は
客
星
と
隠
れ

心
与
浮
雲
閑

心
は
浮
雲
と
閑
か
な
り

長
揖
万
乗
君

長
揖
す

万
乗
の
君

還
帰
富
春
山

富
春
の
山
に
還
帰
す

清
風
灑
六
合

清
風

六
合
に
灑
ぎ

邈
然
不
可
攀

邈
然
と
し
て
攀
づ
べ
か
ら
ず

使
我
長
嘆
息

我
を
し
て
長
く
歎
息
し

冥
棲
巌
石
間

巌
石
の
間
に
冥
棲
せ
し
む

こ
の
詩
は
後
漢
の
隠
者
厳
光
が
光
武
帝
の
招
聘
に
応
ぜ
ず
、
富

春
山
で
終
生
過
ご
し
た
こ
と
を
讃
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
客
星
」
は

厳
光
の
足
が
共
に
横
臥
し
て
い
た
光
武
帝
の
腹
の
上
に
乗
っ
た
翌

日
、
客
星
が
天
子
の
座
を
犯
す
と
い
う
天
文
が
現
れ
た
と
い
う
故

事
に
よ
る
。
そ
の
対
句
に
心
が
「
浮
雲
」
と
と
も
に
静
穏
で
あ
る

と
言
う
は
、
「
客
星
」
の
よ
う
な
明
確
な
出
典
と
い
う
訳
で
は
な
い

が
、
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
の
「
雲
無
心
以
出
岫
、
鳥
倦
飛
而
知

還
。
景
翳
翳
以
将
入
、
撫
孤
松
而
盤
桓
」（
雲
は
無
心
に
し
て
以
て

岫
を
出
で
、
鳥
は
飛
ぶ
に
倦
み
て
還
る
を
知
る
。
景
翳
翳
と
し
て

以
て
将
に
入
り
、
孤
松
を
撫
し
て
盤
桓
た
り
）
を
想
起
さ
せ
る
で

あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
隠
者
と
結
び
つ
く
「
浮
雲
」
は
、
初
唐
期
以
前
の

詩
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
盛
唐
の
詩
に
は
李
白
以
外
に
も
、
隠
者

や
田
園
と
結
び
つ
く
「
浮
雲
」
が
、
儲
光
羲
の
詩
な
ど
に
も
見
ら

れ
る
。
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儲
光
羲
「
雑
詠
五
首
・
幽
人
居
」（
『
全
唐
詩
』
巻
一
三
六
）

幽
人
下
山
径

幽
人

山
径
を
下
り

去
去
夾
青
林

去
き
去
き
て

青
林
に
夾
ま
る

滑
処
莓
苔
湿

滑
処

莓
苔
湿
ひ

暗
中
蘿
薛
深

暗
中

蘿
薛
深
し

春
朝
煙
雨
散

春
朝

煙
雨
散
じ

猶
帯
浮
雲
陰

猶
ほ
帯
ぶ

浮
雲
の
陰

儲
光
羲
「
同
王
十
三
維
偶
然
作
十
首
」
其
九（

同
巻
一
三
七
）

空
山
暮
雨
来

空
山

暮
雨
来
た
り

衆
鳥
竟
棲
息

衆
鳥

竟
に
棲
息
す

斯
須
照
夕
陽

斯
須

夕
陽
に
照
ら
さ
れ

双
双
復
撫
翼

双
双

復
た
翼
を
撫
す

我
念
天
時
好

我
は
念
ふ

天
時
の
好
く

東
田
有
稼
穡

東
田

稼
穡
有
る
を

浮
雲
蔽
川
原

浮
雲

川
原
を
蔽
ひ

新
流
集
溝
洫

新
流

溝
洫
に
集
ま
る

裴
回
顧
衡
宇

裴
回
し
て

衡
宇
を
顧
み
れ
ば

僮
僕
邀
我
食

僮
僕

我
を
食
に
邀
ふ

臥
覧
牀
頭
書

臥
し
て
覧
る

牀
頭
の
書

睡
看
機
中
織

睡
り
て
看
る

機
中
の
織

想
見
明
膏
煎

明
膏
の
煎
が
る
る
を
想
見
す
れ
ば

中
夜
起
喞
喞

中
夜

起
き
て
喞
喞
た
り

儲
光
羲
は
王
維
、
孟
浩
然
と
並
ぶ
田
園
詩
人
と
し
て
評
価
さ
れ

る
盛
唐
期
の
詩
人
で
あ
り
、
開
元
年
間
に
若
く
し
て
進
士
と
な
っ

た
も
の
の
、
の
ち
に
官
を
辞
し
開
元
末
か
ら
天
宝
初
ま
で
終
南
山

に
隠
居
し
て
王
維
や
孟
浩
然
ら
と
交
わ
る
。
そ
し
て
、
天
宝
年
間

に
至
っ
て
再
び
官
に
就
い
た
が
、
安
禄
山
の
乱
で
賊
軍
に
捕
ら
え

ら
れ
て
仕
え
た
罪
に
よ
っ
て
嶺
南
に
貶
せ
ら
れ
、
そ
こ
で
生
涯
を

終
え
た
と
さ
れ
る[

]

。

20

そ
の
「
雑
詠
五
首
」
は
彼
が
終
南
山
に
隠
棲
し
て
い
た
時
期
の

作
と
さ
れ
る
詩
で
あ
り
、
「
幽
人
居
」
は
隠
者
の
幽
居
の
あ
り
さ
ま

を
描
き
、
ま
た
「
同
王
十
三
維
偶
然
作
」
は
王
維
の
「
偶
然
作
」

に
唱
和
し
た
詩
で
、
田
園
で
農
事
に
勤
し
む
生
活
の
喜
び
を
描
い

た
後
に
、
結
び
に
自
ら
を
焦
が
す
よ
う
な
生
き
方
を
思
っ
て
、
そ

の
嘆
き
を
詠
む
。

両
詩
の
「
浮
雲
」
は
空
を
覆
い
雨
を
も
た
ら
す
雲
だ
が
、
そ
れ

は
従
来
の
障
害
と
し
て
の
「
浮
雲
」
で
は
な
く
、
前
者
は
春
の
好

ま
し
い
景
物
で
あ
り
、
後
者
は
作
物
に
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
存

在
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
を
「
浮
雲
」
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
と
す

れ
ば
、
梁
以
後
に
現
れ
た
、
美
の
対
象
と
し
て
の
「
浮
雲
」
の
延

長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
儲
光
羲
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
空
に
漂
う
「
浮
雲
」
を
自

由
の
象
徴
と
し
て
用
い
る
か
の
よ
う
な
例
も
見
え
る
。

儲
光
羲
「
閒
居
」
（
同
巻
一
三
八
）

薄
遊
何
所
愧

薄
遊

何
ぞ
愧
づ
る
所
あ
ら
ん
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所
愧
在
間
居

愧
づ
る
所
は
間
居
に
在
り

親
故
不
来
往

親
故

来
往
せ
ず

中
園
時
読
書

中
園

時
に
読
書
す

歩
欄
滴
余
雪

歩
欄

余
雪
を
滴
ら
せ

春
塘
抽
新
蒲

春
塘

新
蒲
を
抽
く

梧
桐
漸
覆
井

梧
桐

漸
く
井
を
覆
ひ

時
鳥
自
相
呼

時
鳥

自
ら
相
呼
ぶ

悠
然
念
故
郷

悠
然

故
郷
を
念
へ
ば

乃
在
天
一
隅

乃
ち
天
の
一
隅
に
在
り

安
得
如
浮
雲

安
ん
ぞ
得
ん

浮
雲
の
ご
と
く

来
往
方
須
臾

来
往

方
に
須
臾
た
る
を

こ
の
詩
は
閑
居
で
の
生
活
を
心
地
よ
く
思
い
な
が
ら
も
、
遠
く

故
郷
を
離
れ
て
、
現
在
の
生
活
を
恥
じ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、

結
び
の
二
句
で
「
浮
雲
」
の
よ
う
に
遥
か
彼
方
ま
で
一
瞬
に
往
来

し
て
故
郷
に
帰
る
こ
と
を
願
う
思
い
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
「
浮
雲
」

は
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
雲
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
悲
哀
の
対
象

と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
遠
く
ま
で
一
瞬
に
し
て
往
来
で
き

る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
次
の
「
同
王
十
三
維
偶
然
作
十
首
」
其
四
で
は
、
風
に
吹

か
れ
る
ま
ま
に
形
を
変
え
て
空
に
漂
う
「
浮
雲
」
の
姿
に
自
ら
を

重
ね
、
自
然
の
変
化
に
任
せ
て
何
の
憂
慮
も
な
い
現
在
の
心
境
を

述
べ
る
。儲

光
羲
「
同
王
十
三
維
偶
然
作
十
首
」
其
四

（
同
巻
一
三
七
）

浮
雲
在
虚
空

浮
雲

虚
空
に
在
り

随
風
復
巻
舒

風
に
随
ひ
て
復
た
巻
舒
た
り

我
心
方
処
順

我
が
心

方
に
順
に
処
り

動
作
何
憂
虞

動
作

何
を
か
憂
虞
せ
ん

但
言
嬰
世
網

但
だ
言
ふ

世
網
に
嬰
か
り
て

か

不
復
得
間
居

復
た
間
居
を
得
ず
と

迢
遞
別
東
国

迢
遞

東
国
に
別
れ

超
遥
来
西
都

超
遥

西
都
に
来
た
る

見
人
乃
恭
敬

人
に
見
ふ
は
乃
ち
恭
敬

あ

曽
不
問
賢
愚

曽
て
賢
愚
を
問
は
ず

雖
若
不
能
言

言
ふ
能
は
ざ
る
が
ご
と
し
と
雖
も

中
心
亦
難
誣

中
心
亦
た
誣
ひ
難
し

し

故
郷
満
親
戚

故
郷

親
戚
に
満
ち

道
遠
情
日
疏

道
遠
く
し
て

情
は
日
に
疏
し

う
と

偶
欲
陳
此
意

偶
ま
此
の
意
を
述
べ
ん
と
欲
し

復
無
南
飛
鳧

復
た
南
に
飛
ぶ
鳧
無
し

い
ず
れ
も
閑
居
で
の
生
活
を
心
地
よ
く
思
い
つ
つ
、
望
郷
の
思

い
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
思
い
を
詠
む
が
、「
浮
雲
」
そ
の
も
の
は
詩

人
の
悲
哀
や
感
傷
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
は
な
く
、「
同
王
十
三
維

偶
然
作
十
首
」
其
四
に
至
っ
て
は
、
「
浮
雲
」
は
「
順
に
処
る
」
我

が
心
を
象
徴
す
る
よ
う
な
存
在
と
し
て
あ
る
。

こ
の
他
に
も
、
岑
参
「
太
白
胡
僧
歌
」（
『
岑
参
集
校
注
』
巻
五
）

に
「
此
僧
年
紀
那
得
知
、
手
種
青
松
今
十
圍
。
心
将
流
水
同
清
浄
、
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身
与
浮
雲
無
是
非
」（
此
の
僧

年
紀
那
ぞ
知
る
を
得
ん
、
手
づ
か

ら
青
松
を
種
ふ
る
は
今
十
圍
な
り
。
心
は
流
水
と
清
浄
を
同
じ
く

し
、
身
は
浮
雲
と
是
非
無
し
）
と
あ
り
、
胡
僧
の
清
ら
か
な
心
を

「
流
水
」
に
、
拘
り
の
な
い
姿
を
「
浮
雲
」
に
た
と
え
る
。

こ
の
「
身
与
浮
雲
無
是
非
」
の
句
に
つ
い
て
、
劉
開
揚
箋
注
『
岑

参
詩
集
編
年
箋
注
』（
巴
蜀
書
社

一
九
九
五
）
は
『
論
語
』
述
而

の
「
於
我
如
浮
雲
」
と
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
の
「
無
心
の
雲
」

を
引
く
。『
論
語
』
の
「
浮
雲
」
を
踏
ま
え
て
世
事
と
は
関
わ
ら
な

い
思
い
を
「
浮
雲
」
に
喩
え
る
こ
と
は
、
王
維
「
酌
酒
与
裴
迪
」

（
『
王
右
丞
集
箋
注
』
巻
一
〇
）
に
も
「
世
事
浮
雲
何
足
問
、
不
如

高
臥
且
加
餐
」（
世
事
は
浮
雲
に
し
て
何
ぞ
問
ふ
に
足
ら
ん
、
高
臥

し
て
且
つ
餐
を
加
ふ
る
に
如
か
ず
）
と
あ
り
、『
論
語
』
で
は
「
不

義
」
に
し
て
「
富
貴
」
で
あ
る
こ
と
を
「
浮
雲
」
に
喩
え
て
、
そ

れ
が
自
分
に
と
っ
て
は
は
か
な
く
意
味
の
無
い
も
の
だ
と
孔
子
は

述
べ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
王
維
は
「
世
事
」
を
「
浮
雲
」
と
み

な
し
、
そ
れ
を
問
う
に
足
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
自
適
の
生
活
の

価
値
を
強
調
す
る
。

岑
参
の
「
浮
雲
」
が
、
『
論
語
』
の
孔
子
の
言
葉
を
踏
ま
え
た
も

の
か
、
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
の
「
無
心
の
雲
」
を
踏
ま
え
た
も

の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
盛
唐
詩
に
は
「
浮
雲
」
を
隠
遁
と
結
び

つ
け
、
心
の
静
穏
や
自
適
の
境
地
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
用
い

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
初
盛
唐
の
詩
の
「
浮
雲
」
は
、
六
朝
期
の
「
浮

雲
」
が
漂
い
さ
だ
ま
ら
な
い
も
の
と
し
て
の
「
浮
雲
」
が
多
く
を

占
め
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
多
様
な
「
浮
雲
」
が
再
び
詩
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
に
は
、
『
荘
子
』
説

剣
の
「
天
子
の
剣
」
の
よ
う
な
新
た
な
出
典
を
用
い
た
「
浮
雲
」

や
陶
淵
明
の
「
無
心
の
雲
」
を
想
起
さ
せ
る
、
心
の
静
穏
や
自
由

を
象
徴
す
る
「
浮
雲
」
も
見
出
さ
れ
る[

]

。
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そ
し
て
、
盛
唐
の
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」
の
な
か
で
、
も
う
ひ

と
つ
新
し
い
特
徴
と
し
て
指
摘
す
べ
き
は
、
仏
典
を
出
典
と
す
る

「
浮
雲
」
の
登
場
で
あ
る
。

五

「
浮
雲
」
と
仏
典
―
杜
甫
の
「
浮
雲
」
を
め
ぐ
っ
て

唐
代
の
「
浮
雲
」
の
出
典
と
し
て
従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
る
も
の

に
、
『
維
摩
経
』
方
便
品
の
「
是
身
如
浮
雲
、
須
臾
変
滅
」
（
是
の

身

浮
雲
の
如
く
、
須
臾
に
し
て
変
滅
す
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
小

川
環
樹
氏
が
前
掲
論
文
に
お
い
て
注
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
杜

甫
の
次
の
詩
の
出
典
と
し
て
『
杜
詩
詳
注
』
に
引
か
れ
る
も
の
で

あ
る
。

杜
甫
「
可
歎
」（
『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
一
）

天
上
浮
雲
似
白
衣

天
上
の
浮
雲

白
衣
に
似
た
り

斯
須
改
変
如
蒼
狗

斯
須
に
し
て
改
変
し
蒼
狗
の
如
し

古
往
今
来
共
一
時

古
往
今
来

一
時
を
共
に
し

人
生
万
事
無
不
有

人
生
万
事

有
ら
ざ
る
無
し

小
川
氏
は
、
杜
甫
が
仏
典
の
故
事
や
成
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
る

例
は
稀
だ
が
、
こ
こ
は
注
家
の
言
う
通
り
で
あ
り
、「
浮
雲
を
人
生

無
常
の
観
念
に
む
す
び
つ
け
る
こ
と
は
、
た
ぶ
ん
仏
教
伝
来
以
後
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で
は
な
い
か
と
想
わ
れ
る[

]

」
と
指
摘
す
る
。

22

前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
浮
雲
」
を
不
安
定
で
は
か
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
は
『
論
語
』
よ
り
見
え
る
が
、『
論
語
』
を
踏
ま
え

た
「
浮
雲
」
は
、
富
貴
や
世
事
が
自
ら
と
関
わ
り
が
な
い
こ
と
、

す
な
わ
ち
「
浮
雲
の
志
」
を
述
べ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
通
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
杜
甫
の
「
浮
雲
」
は
「
白
衣
」

の
よ
う
な
雲
が
「
蒼
狗
」
の
よ
う
に
変
化
す
る
さ
ま
に
着
目
し
、

そ
れ
を
人
生
の
有
為
転
変
と
結
び
つ
け
る
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
「
浮

雲
」
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
だ
杜
甫
「
可
歎
」
の
「
浮
雲
」
は
、
出
典
と
さ
れ
る
『
維
摩

経
』
方
便
品
の
「
浮
雲
」
と
も
距
離
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。『
維
摩

経
』
方
便
品
は
維
摩
の
人
と
な
り
を
語
る
章
で
あ
り
、
「
是
身
如
浮

雲
、
須
臾
変
滅
」
の
句
は
、
病
身
を
装
う
維
摩
を
見
舞
う
人
々
に

対
し
て
、
維
摩
が
多
病
で
は
か
な
い
肉
体
を
「
是
身
如
〇
〇
」
の

形
式
を
連
ね
て
「
泡
」
「
陽
炎
」
「
夢
」
「
影
」
「
電
光
」
な
ど
に
喩

え
て
ゆ
く
部
分
に
あ
り
、
「
浮
雲
」
も
そ
の
一
例
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る[

]

。
こ
れ
に
対
し
て
、
杜
甫
「
可
歎
」
は
「
浮
雲
」
の
変

23

化
す
る
さ
ま
を
人
生
の
変
化
と
結
び
つ
け
て
お
り
、
肉
体
の
は
か

な
さ
を
説
く
維
摩
の
故
事
と
は
異
な
る
。

杜
甫
に
は
他
に
も
、
変
化
す
る
「
浮
雲
」
の
性
質
に
着
目
し
た

詩
が
あ
り
、
「
登
楼
」
（
同
巻
一
三
）
で
は
「
錦
江
春
色
来
天
地
、

玉
塁
浮
雲
変
古
今
」（
錦
江
の
春
色

天
地
に
来
た
り
、
玉
塁
の
浮

雲

古
今
変
ず
）
と
玉
塁
山
の
上
に
漂
う
「
浮
雲
」
が
古
よ
り
今

に
至
る
ま
で
変
化
し
続
け
て
き
た
こ
と
を
、
「
李
潮
八
分
小
篆
歌
」

（
同
巻
一
八
）
で
は
「
蒼
頡
鳥
跡
既
茫
昧
、
字
体
変
化
如
浮
雲
」

（
蒼
頡
の
鳥
跡

既
に
茫
昧
、
字
体
の
変
化

浮
雲
の
如
し
）
と
、

李
潮
の
書
の
字
体
が
「
浮
雲
」
の
よ
う
に
変
化
す
る
こ
と
を
言
う
。

ま
た
杜
甫
以
外
で
は
、
岑
参
「
梁
園
歌
送
河
南
王
説
判
官
」（
『
岑

参
集
校
注
』
巻
二
）
に
「
万
事
翻
覆
如
浮
雲
、
昔
人
空
在
今
人
口
」

（
万
事
翻
覆
す
る
こ
と
浮
雲
の
如
く
、
昔
人

空
し
く
今
人
の
口

に
在
り
）
と
、
す
べ
て
の
物
事
が
変
わ
り
易
い
こ
と
は
「
浮
雲
」

の
よ
う
で
あ
り
、
過
去
の
人
は
既
に
世
に
存
在
せ
ず
、
た
だ
現
在

の
人
に
語
ら
れ
る
だ
け
だ
と
言
う
。

こ
れ
は
先
の
王
維
「
酌
酒
与
裴
迪
」（
既
出
）
と
同
じ
よ
う
に
、

世
事
を
は
か
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
れ
を
「
浮
雲
」
に
喩
え
る
も

の
と
同
じ
発
想
で
あ
り
、
杜
甫
「
可
歎
」
の
「
浮
雲
」
も
、
岑
参

や
王
維
と
同
じ
よ
う
に
、
世
事
の
は
か
な
さ
を
「
浮
雲
」
に
喩
え

る
例
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
杜
甫
に
は
『
維
摩
経
』
方
便
品
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
用
い

た
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
維
摩
の
故
事
と
は
や
は
り
距
離
が
あ
る
。

杜
甫
「
別
賛
上
人
」（
同
巻
八
）

百
川
日
東
流

百
川

日
に
東
に
流
る

客
去
亦
不
息

客
去
り
て

亦
た
息
は
ず

我
生
苦
飄
蕩

我
が
生

飄
蕩
に
苦
し
み

何
時
有
終
極

何
れ
の
時
か

終
極
有
ら
ん

賛
公
釈
門
老

賛
公
は
釈
門
の
老

放
逐
来
上
国

放
逐
せ
ら
れ
て
上
国
よ
り
来
た
る

還
為
世
塵
嬰

還
た
世
塵
に
嬰
か
る
が
為
に

か

頗
帯
憔
悴
色

頗
る
憔
悴
の
色
を
帯
ぶ
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楊
枝
晨
在
手

楊
枝
は
晨
に
手
に
あ
り

豆
子
雨
已
熟

豆
子
は
雨
に
已
に
熟
す

是
身
如
浮
雲

是
の
身
は
浮
雲
の
如
し

安
可
限
南
北

安
く
ん
ぞ
南
北
を
限
る
べ
け
ん

異
県
逢
旧
友

県
を
異
に
し
て

旧
友
に
逢
ひ

初
欣
写
胸
臆

初
め
胸
臆
を
写
す
を
欣
ぶ

…

こ
の
詩
は
杜
甫
が
秦
州
滞
在
時
に
交
流
し
た
賛
上
人
と
の
別
れ

に
際
し
て
作
ら
れ
た
詩
で
あ
り
、
右
に
掲
げ
た
前
半
部
分
は
漂
泊

に
苦
し
む
杜
甫
が
、
長
安
を
放
逐
さ
れ
た
賛
上
人
と
出
会
っ
た
こ

と
を
述
べ
る
。
吉
川
幸
次
郎
氏
は
「
是
身
如
浮
雲
」
の
句
を
「
こ

れ
は
、
出
家
な
る
ゆ
え
に
も
つ
自
由
を
、「
維
摩
経
」
の
成
語
を
そ

ゆ
い
ま
き
よ
う

の
ま
ま
詩
に
入
れ
て
、
た
た
え
る
」
と
、「
是
身
」
を
賛
上
人
の
こ

と
と
し
、
「
浮
雲
」
を
自
由
の
象
徴
と
解
す
る
よ
う
で
あ
る[

]

。
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南
北
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
往
来
す
る
「
浮
雲
」
は
、
各
地
を
放

浪
す
る
不
安
定
な
漂
泊
の
身
と
も
、
拘
束
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
自

由
の
象
徴
と
も
解
釈
可
能
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
『
維

摩
経
』
の
維
摩
の
故
事
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
漂
い
さ
だ
ま
ら
な

い
「
浮
雲
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

李
白
に
も
「
対
雪
奉
餞
任
城
六
父
秩
満
帰
京
」
（
王
琦
注
『
李
太

白
全
集
』
巻
一
六
）
に
「
独
用
天
地
心
、
浮
雲
乃
吾
身
」（
独
り
天

地
の
心
を
用
ふ
れ
ば
、
浮
雲
乃
ち
吾
が
身
な
り
）
と
あ
り
、
何
物

に
も
使
役
さ
れ
ず
、
束
縛
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
天
地
の
よ
う
な

大
き
な
心
を
用
い
れ
ば
、
我
が
身
は
浮
雲
の
よ
う
に
自
由
で
あ
る

こ
と
を
言
う
例
が
見
え
る[

]

。
こ
の
「
浮
雲
乃
吾
身
」
の
句
に
つ

25

い
て
、
王
琦
注
は
『
維
摩
経
』
方
便
品
を
引
く
が
、「
浮
雲
」
を
自

分
の
身
と
重
ね
る
こ
と
は
『
維
摩
経
』
の
言
葉
に
類
す
る
と
し
て

も
、
「
浮
雲
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
む
し
ろ
前
節
で
述
べ
た
世

俗
を
離
れ
た
自
適
の
境
地
を
象
徴
す
る
「
浮
雲
」
に
近
い
で
あ
ろ

う
。杜

甫
の
「
可
歎
」
や
「
別
賛
上
人
」
に
つ
い
て
も
、
杜
甫
は
『
維

摩
経
』
方
便
品
の
言
葉
は
踏
ま
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
で
用
い

ら
れ
る
「
浮
雲
」
は
、
仏
典
由
来
の
語
で
は
な
く
、
唐
以
前
の
「
浮

雲
」
の
意
味
や
用
法
の
延
長
線
上
に
派
生
し
た
新
た
な
「
浮
雲
」

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
『
維
摩
経
』
方
便
品
の
「
浮
雲
」
を
踏
ま
え
、

老
病
の
身
を
「
浮
雲
」
と
表
現
し
た
の
が
白
居
易
で
あ
る
。

白
居
易
「
病
中
詩
十
五
首
・
罷
灸
」

（
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
巻
六
八
）

病
身
仏
説
将
何
喩

病
身

仏
説

将
た
何
に
か
喩
ふ
る

変
滅
須
臾
豈
不
聞

変
滅

須
臾

豈
に
聞
か
ざ
ら
ん

莫
遣
浄
名
知
我
笑

浄
名
を
し
て
我
を
知
り
て
笑
は
し
む

莫
け
ん

休
将
火
艾
灸
浮
雲

火
艾
を
将
て
浮
雲
に
灸
す
る
を
休
む

こ
の
詩
は
自
注
に
『
維
摩
経
』
方
便
品
の
言
葉
が
引
か
れ
て
お

り
、
ま
た
詩
の
内
容
も
仏
教
で
は
病
身
を
何
に
喩
え
る
か
と
問
い
、

「
変
滅
」「
須
臾
」
と
説
く
と
言
う
と
い
う
出
だ
し
で
、
明
ら
か
に
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『
維
摩
経
』
方
便
品
の
故
事
を
踏
ま
え
て
お
り
、
そ
の
上
で
我
が

身
に
灸
を
据
え
る
こ
と
を
「
浮
雲
」
に
灸
す
る
と
表
現
し
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
自
注
に
『
維
摩
経
』
方
便
品
の
言
葉
が
引
か
れ
る

「
老
病
幽
独
偶
吟
所
懐
」
（
同
巻
六
八
）
に
も
、
衰
え
ゆ
く
自
ら
の

肉
体
に
つ
い
て
述
べ
た
後
に
、
「
已
将
心
出
浮
雲
外
、
猶
寄
形
於
逆

旅
中
」（
已
に
心
を
将
っ
て
浮
雲
の
外
に
出
で
、
猶
ほ
形
を
逆
旅
の

中
に
寄
す
）
と
、
心
が
老
衰
す
る
肉
体
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
、「
浮
雲
」
の
外
に
出
る
と
表
現
す
る
。

こ
の
白
居
易
の
「
浮
雲
」
は
、
明
ら
か
に
『
維
摩
経
』
方
便
品

の
故
事
を
踏
ま
え
て
お
り
、
仏
典
が
新
た
な
「
浮
雲
」
の
出
典
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い[

]

。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
杜
甫

26

の
「
浮
雲
」
は
、『
維
摩
経
』
方
便
品
の
言
葉
を
詩
句
に
取
り
こ
ん

で
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
仏
典
が
新
た
な
「
浮
雲
」
の
出
典
と
な

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
知
れ
る
で
あ
ろ
う
。

盛
唐
詩
の
「
浮
雲
」
に
は
、
李
白
の
『
荘
子
』
に
見
え
る
「
天

子
の
剣
」
の
故
事
を
出
典
と
す
る
新
た
な
「
浮
雲
」
の
用
法
も
見

ら
れ
る
も
の
の
、『
維
摩
経
』
の
維
摩
の
故
事
を
出
典
と
す
る
、
は

か
な
い
肉
体
を
象
徴
す
る
「
浮
雲
」
に
つ
い
て
は
、
盛
唐
の
杜
甫

な
ど
の
詩
に
お
い
て
は
ま
だ
表
現
を
借
用
す
る
の
み
で
あ
り
、
白

居
易
に
お
い
て
維
摩
の
故
事
を
踏
ま
え
た
新
た
な
「
浮
雲
」
の
用

法
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

六

結
び
―
『
文
選
』
李
善
注
の
活
用
に
つ
い
て

「
浮
雲
」
と
い
う
語
は
、
雲
の
代
名
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る

た
め
、
「
白
雲
」
や
「
慶
雲
」
「
朝
雲
（
巫
山
の
雲
雨
）
」
な
ど
に

比
べ
る
と
、
一
定
の
意
味
や
用
法
に
拘
束
さ
れ
た
り
、
特
定
の
故

事
と
強
く
結
び
つ
い
た
り
す
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
や
用
法
が
入
り
交
じ
る
可
能
性
が
よ
り
高
い
語
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
魏
晋
以
前
の
「
浮
雲
」
に
多
様
な
意
味
が
混
在

し
、
混
沌
と
し
た
状
態
に
見
え
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
「
浮
雲
」

と
い
う
語
の
性
質
に
よ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
初
盛
唐
期
に

お
い
て
、
多
様
な
「
浮
雲
」
が
再
び
詩
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
に
、「
浮
雲
」
の
行
方
を
見
定
め
が
た
く
な
る
と
こ
ろ
に

も
、
そ
れ
は
現
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
不
安
定
な
「
浮
雲
」
と
い
う
語
を
、

『
文
選
』
と
そ
の
李
善
注
を
手
が
か
り
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
意

味
や
用
法
に
分
類
し
、
そ
の
変
遷
と
展
開
を
辿
る
こ
と
を
試
み
た
。

富
永
一
登
氏
は
、
「
李
善
は
、
「
作
者
必
ず
祖
述
す
る
所
有
る
」
と

い
う
執
念
に
も
似
た
典
據
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て
い
る[

]

」
と

27

指
摘
さ
れ
る
が
、「
浮
雲
」
に
お
い
て
も
、
李
善
注
を
手
が
か
り
と

す
る
こ
と
で
、
個
々
の
作
品
や
作
者
の
用
い
る
「
浮
雲
」
の
表
現

や
発
想
の
淵
源
を
見
定
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
初
盛
唐
期
の
詩
に
お
け
る
「
浮
雲
」
は
、
『
論
語
』
や
魏
文

帝
「
雑
詩
」
の
表
現
を
明
ら
か
に
踏
ま
え
る
例
も
あ
る
も
の
の
、

そ
の
よ
う
に
明
確
に
前
代
の
作
品
を
踏
ま
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

「
浮
雲
」
の
も
つ
意
味
や
用
法
を
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
想
起
し
つ

つ
詩
句
を
作
る
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
杜
甫

の
「
浮
雲
」
が
『
維
摩
経
』
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
用
い
な
が
ら
も
、

そ
の
意
味
は
『
維
摩
経
』
の
文
脈
か
ら
離
れ
、
杜
甫
前
後
の
「
浮

雲
」
の
そ
れ
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
現
れ
て
い
よ
う
。
そ
う
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い
う
意
味
で
は
、
初
盛
唐
詩
の
「
浮
雲
」
の
場
合
は
、
特
定
の
書

記
テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ
く
と
い
う
と
い
う
よ
り
は
、
当
時
の
詩
人

た
ち
の
抱
く
「
浮
雲
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
と
す
る
ほ
う
が
妥
当
な
よ
う
で
あ
る
。

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
エ
ア
ル
は
、
モ
ー
リ
ス
・
ア
ル
バ
ッ
ク
ス
の

集
合
的
記
憶
に
つ
い
て
解
説
す
る
な
か
で
、
集
団
の
記
憶
と
個
人

の
記
憶
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る[

]

。

28

私
た
ち
は
自
ら
が
属
す
る
集
団
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
知
覚
し
、

社
会
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
想
起
を
行
っ
て
い
る
。
認
識
お

よ
び
想
起
は
何
か
を
意
味
づ
け
、
世
界
へ
と
向
か
う
た
め
の

形
式
で
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
集
合
的
記
憶
が
な
け
れ
ば

成
り
立
ち
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
集
合
的
記
憶
に
よ
っ
て
、

個
々
の
人
間
の
記
憶
か
ら
解
離
し
た
超
個
人
的
な
拠
り
所
の

よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
集
合
的
な
記

憶
と
個
人
的
な
記
憶
と
は
、
む
し
ろ
相
互
依
存
的
な
関
係
の

う
ち
に
あ
る
。
そ
し
て
、
「
個
人
は
集
団
の
立
場
に
身
を
置
く

こ
と
に
よ
っ
て
想
起
す
る
の
で
あ
る
」(

e
b
d
.
,
S
.
2
3
)

。
集
合

的
記
憶
は
個
人
に
よ
る
想
起
行
為
を
通
し
て
観
察
可
能
に
な

る
。
な
ぜ
な
ら
、「
あ
ら
ゆ
る
個
人
の
記
憶
は
、
集
合
的
記
憶

の
展
望
地
点
で
あ
る
か
ら
だ
」(

H
a
l
b
w
a
c
h
s

1
9
9
1
,
S
.
3
1
)

。

こ
の
集
合
的
記
憶
と
個
人
に
よ
る
想
起
行
為
と
の
関
係
は
、
文

学
の
因
襲
の
な
か
で
規
範
が
強
く
支
配
す
る
中
国
の
古
典
文
学
の

作
品
に
つ
い
て
は
、
よ
り
顕
著
に
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
集
合
的
な
記
憶
と
個
人
に
よ
る
想
起
行
為
と
の

関
係
を
観
察
す
る
上
で
、
「
作
者
必
ず
祖
述
す
る
所
有
る
」
と
い
う

李
善
の
注
釈
態
度
は
「
集
合
的
な
記
憶
の
展
望
地
点
」
と
し
て
、

貴
重
な
「
規
準
（
も
の
さ
し
）
」
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う[

]

。

29

本
稿
で
は
、
そ
の
こ
と
を
「
浮
雲
」
と
い
う
語
を
例
と
し
て
考

え
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、『
文
選
』
以
前
の
「
浮
雲
」
の
意
味
や

用
法
の
多
様
さ
と
そ
の
淵
源
を
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
、『
文
選
』

の
「
浮
雲
」
を
「
規
準
」
と
し
て
、
『
文
選
』
以
後
の
「
浮
雲
」
の

変
遷
を
辿
る
こ
と
で
、
六
朝
後
期
の
詩
に
お
け
る
新
た
な
展
開
や

そ
れ
を
承
け
て
盛
唐
期
に
更
に
新
た
な
意
味
や
用
法
が
形
成
さ
れ

て
ゆ
く
過
程
の
一
端
を
記
述
す
る
こ
と
は
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
本
稿
で
は
「
浮
雲
」
の
意
味
や
用
法
の
変
遷
と
展
開
を

辿
る
こ
と
に
終
始
し
て
し
ま
い
、
作
者
や
作
品
又
は
各
時
代
の
個

別
の
問
題
に
踏
み
込
ん
で
、
そ
の
変
遷
と
展
開
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
や
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る
集
団
や
社
会
と
個
々
の
作
品
と
の
関

連
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
『
文
選
』
と
そ
の
李
善
注
を
「
規
準
」
と
す
る
こ
と
は
、

そ
の
「
規
準
」
か
ら
外
れ
る
事
例
や
現
象
に
つ
い
て
は
構
造
的
に

見
落
と
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
も
あ
る
。
特
に
「
浮
雲
」
の

変
遷
や
展
開
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
浮
雲
」
と
い
う
語
だ
け
を
追
っ

て
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
が
交
錯
す
る
「
雲
」
を
と
ら

え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
多
様
で
複
雑
な
様
相
を
単
純
化
ま
た

は
中
心
化
し
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
り
、「
雲
」
を
含
む
他
の
語
に

つ
い
て
も
対
象
を
広
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
は
い
ま
だ
課
題
と
す
べ
き
と
こ
ろ
が
多
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く
、
今
後
も
『
文
選
』
李
善
注
を
活
用
し
た
文
学
言
語
の
整
理
と

分
析
を
継
続
し
て
行
い
、
『
文
選
』
と
そ
の
李
善
注
を
「
規
準
」
と

す
る
こ
と
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
は
『
文
選
』
李
善
注
の
活
用
の
一
例
と
し
て
、
そ
の
可
能
性

の
一
端
を
示
し
、
諸
賢
の
ご
批
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

注

[

１]

川
合
康
三
「
規
範
と
表
現
―
『
文
選
』
詩
の
初
め
の
部
立
て
を
中
心

に
―
」（
『
東
方
學
』
第
一
三
二
号

二
〇
一
六
）。

[

２]

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
日
本
中
国
学
会
Ｈ
Ｐ
所
載
二

〇
一
九
年
度
『
研
究
集
録
』
「
い
ま
『
文
選
』
を
読
む
―
中
国
古
典
文

学
の
規
範
と
そ
の
距
離
」h

t
t
p
:
/
/
n
ip
p
o
n
-
c
h
u
g
o
k
u
-
g
a
kk
a
i
.
o
r
g
/
w

p
-c

o
n
te
n
t/
u
pl
o
a
ds
/
20
1
9
/0
9
/0
0
1_
0
01
_
m
on
z
en
.
p
df

を
参
照
。

[

３]

前
野
直
彬
『
風
月
無
尽
―
中
国
の
古
典
と
自
然
―
』
（
東
京
大
学
出
版

会

一
九
七
二
）「
雲
」
二
五
頁
。

[

４]

『
小
川
環
樹
著
作
集
』
巻
一
（
筑
摩
書
房

一
九
九
七
）
／
初
出
は
「
東

光
」
第
二
号

一
九
四
七
。

[

５]

前
野
氏
前
掲
書
二
五
～
三
一
頁
。

[

６]

後
藤
秋
正
・
松
本
肇
編
『
詩
語
の
イ
メ
ー
ジ
―
唐
詩
を
読
む
た
め
に
』

（
東
方
書
店

二
〇
〇
〇
）
中
野
将
「
浮
雲
・
白
雲
」。

[

７]

中
国
に
お
い
て
は
、
褚
自
刚
「
论
古
典
诗
歌
中
『
浮
云
』
意
象
的
多

重
蕴
涵
」
（
『
开
封
教
育
学
院
学
报
』
第
二
五
巻
第
一
期

二
〇
〇
五
）

に
、
「
浮
雲
」
の
詩
的
イ
メ
ー
ジ
は
古
詩
十
九
首
で
基
本
的
な
定
型
が

確
立
し
て
以
後
、
次
の
よ
う
な
四
種
の
典
型
的
な
文
脈
で
六
層
の
象
徴

的
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
言
う
。
①
「
浮
雲
」
が
日
を
覆
う
情

景
が
「
士
不
遇
」
と
「
閨
怨
」
の
主
題
を
暗
示
す
る
。
②
「
西
北
有
浮

雲
」
或
い
は
「
楼
高
入
浮
雲
」
と
い
う
情
景
が
「
佳
人
難
遇
知
音
」
或

い
は
「
高
士
不
遇
明
主
」
の
主
題
を
暗
示
す
る
。
③
「
浮
雲
」
と
遊
子

が
結
び
つ
く
情
景
が
、
遊
子
が
故
郷
や
友
を
思
う
主
題
を
象
徴
す
る
。

④
「
浮
雲
」
が
名
声
や
富
が
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。

ま
た
聂
凤
栖
「
简
析
中
国
古
代
诗
歌
中
的
『
浮
云
』
意
象
」（
『
湖
北
科

技
学
院
学
报
』
第
三
八
巻
第
三
期

二
〇
一
八
）
は
、「
浮
雲
」
の
イ
メ

ー
ジ
は
『
楚
辞
』
か
ら
形
成
さ
れ
は
じ
め
、
漢
魏
晋
南
北
朝
期
に
そ
の

イ
メ
ー
ジ
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
（
一
）
名
声

や
財
産
に
無
関
心
な
精
神
の
象
徴
、
（
二
）
善
き
も
の
抑
圧
す
る
邪
悪

な
力
の
象
徴
、
（
三
）
漂
泊
定
め
な
い
羈
旅
の
思
い
の
象
徴
（
１
遊
子

が
自
ら
を
喩
え
、
漂
泊
の
身
を
嘆
く
も
の
、
２
友
人
と
の
別
れ
、
別
離

の
情
を
表
現
す
る
も
の
）
、（
四
）
悠
悠
自
適
な
隠
者
の
態
度
の
象
徴
。

の
四
つ
の
象
徴
的
意
味
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
な
お
（
四
）
の
隠
者
を

象
徴
す
る
「
浮
雲
」
は
陶
淵
明
に
由
来
し
、
唐
代
の
中
期
か
ら
後
期
に

か
け
て
そ
の
象
徴
的
意
味
が
成
立
し
た
こ
と
を
、
氏
は
劉
長
卿
ら
の
詩

を
例
と
し
て
掲
げ
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
隠
者
を
象
徴
す
る
「
浮

雲
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

[

８]

王
逸
注
に
「
浮
雲
晻
翳
、
興
讒
侫
也
。
妨
遮
忠
良
、
害
仁
賢
也
。
夫

浮
雲
行
、
則
蔽
月
之
光
。
讒
侫
進
則
忠
良
壅
也
」（
浮
雲
晻
翳
す
る
は
、

讒
侫
を
興
ふ
る
な
り
。
忠
良
を
妨
遮
げ
、
仁
賢
を
害
す
る
な
り
。
夫
れ

さ
ま
た

浮
雲
の
行
け
ば
、
則
ち
月
の
光
を
蔽
ふ
。
讒
侫
進
め
ば
則
ち
忠
良
壅
ふ
さ

が
る
る
な
り
）
と
あ
る
。

[

９]

小
川
氏
前
掲
論
文
。

[
]

『
論
語
』
述
而
篇
「
子
曰
、
飯
疏
食
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
。
楽
亦
在

10
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其
中
矣
。
不
義
而
富
且
貴
、
於
我
如
浮
雲
。
」（
子
曰
は
く
、
疏
食
を
飯

そ

し

く

ら
ひ
水
を
飲
み
、
肱
を
曲
げ
て
之
を
枕
と
す
。
楽
し
み
亦
た
其
の
中
に

在
り
。
不
義
に
し
て
富
み
且
つ
貴
き
は
、
我
に
於
い
て
浮
雲
の
ご
と
し
。
）

[
]

富
永
一
登
氏
『
文
選
李
善
注
の
活
用
―
文
学
言
語
の
創
作
と
継
承
』（
研

11
文
出
版

二
〇
一
七
）
に
、
班
固
「
答
賓
戯
」
の
該
当
句
は
『
論
語
』

述
而
篇
の
孔
子
の
言
葉
と
『
孔
叢
子
』
抗
志
篇
「
志
を
抗
ぐ
れ
ば
則
ち

あ

道
に
愧
ぢ
ず
」
の
「
抗
志
」
と
を
組
合
せ
た
表
現
で
あ
り
、
李
善
注
に

そ
の
両
書
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
言
語
表
現
の
継
承
を
示
す
も

の
で
あ
る
と
指
摘
が
あ
る
（
同
書
二
二
頁
参
照
）。

[
]

志
意
の
高
さ
を
浮
雲
に
よ
っ
て
表
現
す
る
例
は
、『
楚
辞
』
九
歎
・
惜

12
賢
に
「
冠
浮
雲
之
峨
峨
」
と
あ
り
、
王
逸
注
に
「
峨
峨
高
貌
也
。
言
己

独
懐
持
香
草
、
執
忠
貞
之
行
。
志
意
高
厲
、
冠
切
浮
雲
、
不
得
而
施
用

也
」
（
峨
峨
は
高
き
貌
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
己
独
り
懐
ひ
て
香
草
を

持
ち
、
忠
貞
の
行
を
執
る
。
志
意
高
厲
に
し
て
、
冠
は
浮
雲
に
切
す
る

も
、
得
て
施
用
さ
れ
ざ
る
な
り
）
と
あ
る
。

[
]

鍾
嶸
『
詩
品
』
中
品
に
「
魏
文
帝
詩
、
其
源
出
於
李
陵
。
頗
有
仲
宣

13
之
体
則
。
新
奇
百
許
篇
、
率
皆
鄙
直
如
偶
語
。
惟
「
西
北
有
浮
雲
」
十

余
首
、
殊
美
贍
可
翫
、
始
見
其
工
矣
。
不
然
何
以
銓
衡
群
彦
、
対
揚
厥

弟
者
耶
」
（
魏
文
帝
詩
、
其
の
源
は
李
陵
に
出
づ
。
頗
る
仲
宣
の
体
則

有
り
。
新
奇
な
る
百
許
の
篇
は
、
率
ね
皆
鄙
直
に
し
て
偶
語
の
如
し
。

惟
だ
「
西
北
に
浮
雲
有
り
」
の
十
余
首
は
、
殊
に
美
贍
に
し
て

翫

ぶ

よ
ろ
こ

べ
く
、
始
め
て
其
の
工
を
見
は
す
。
然
ら
ず
ん
ば
何
を
以
っ
て
群
彦
を

銓
衡
し
、
厥
の
弟
に
対
揚
す
る
者
な
ら
ん
や
）
と
あ
り
、「
雑
詩
二
首
」

其
二
を
魏
文
帝
の
詩
の
中
で
も
特
に
高
く
評
価
す
る
。

[
]

牛
貴
琥
校
注
『
王
褒
集
校
注
』
（
中
華
書
局

二
〇
二
一
）
に
「
空
悦

14

両
句
、
意
在
暗
寓
思
南
之
情
。
浮
雲
賦
、
指
在
西
北
方
写
詩
。
魏
文
帝

「
雑
詩
二
首
」
之
二
「
西
北
有
浮
雲
、
亭
亭
如
車
蓋
。
…
…
」
梁
簡
文

帝
「
詠
中
婦
織
流
黄
詩
」「
浮
雲
西
北
起
、
孔
雀
東
南
飛
。」
是
以
「
浮

雲
」
意
指
西
北
。
…
…
此
二
句
詩
意
謂
、
現
在
徒
自
喜
歓
你
我
在
西
北

方
異
郷
長
安
写
唱
和
詩
、
但
這
是
在
渭
水
辺
、
并
非
江
南
水
辺
互
相
唱

和
採
蓮
曲
之
時
了
。
」
と
あ
る

[
]

前
野
氏
前
掲
書
。『
古
今
注
』
巻
上
・
輿
服
に
「
華
蓋
、
黄
帝
所
作
也
。

15
与
蚩
尤
戦
於
涿
鹿
之
野
、
常
有
五
色
雲
気
、
金
枝
玉
葉
。
止
於
帝
上
、

有
花
葩
之
象
。
故
因
而
作
華
蓋
也
」（
華
蓋
、
黄
帝
の
作
り
し
所
な
り
。

蚩
尤
と
涿
鹿
の
野
に
戦
ひ
、
常
に
五
色
の
雲
気
の
、
金
枝
玉
葉
な
る
有

り
。
帝
の
上
に
止
ま
り
、
花
葩
の
象
有
り
。
故
に
因
り
て
華
蓋
を
作
る

な
り
）
と
あ
る
。

[
]

蘇
林
の
注
に
「
籋
音
躡
。
言
天
馬
上
躡
浮
雲
也
」
（
籋
音
は
躡
。
天
馬

16
上
り
て
浮
雲
を
躡
む
を
言
ふ
な
り
）
と
あ
る
。

[
]

『
西
京
雑
記
』
巻
二
に
は
、
文
帝
が
代
国
か
ら
連
れ
て
き
た
九
匹
の

17
良
馬
の
中
に
「
浮
雲
」
と
い
う
名
の
馬
が
見
え
る
。
『
西
京
雑
記
』
巻

二
「
文
帝
自
代
還
有
良
馬
九
匹
。
皆
天
下
之
駿
馬
也
。
一
名
浮
雲
。
…
」
。

[
]

盧
照
鄰
の
も
う
一
例
の
「
綿
州
官
池
贈
別
同
賦
湾
字
」
（
『
廬
照
鄰
集

18
箋
注
』
巻
三
）
に
は
「
野
径
浮
雲
断
、
荒
池
春
草
斑
」
（
野
径

浮
雲

断
た
れ
、
荒
池

春
草
斑
な
り
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
別
離
の
悲
哀
を
感

じ
さ
せ
る
「
浮
雲
」
で
あ
る
。

[
]

李
白
以
前
の
詩
の
用
例
に
は
『
荘
子
』
説
剣
に
由
来
す
る
「
浮
雲
」

19
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
だ
が
、
陳
子
昴
「
送
著
作
佐
郎
崔
融
等
従
梁
王

東
征
序
」
（
徐
鵬
校
点
『
陳
子
昴
集
』
巻
二
）
に
「
東
向
而
拝
、
北
道

長
駆
。
蜺
旄
羽
騎
之
殷
、
戈
翻
落
日
。
突
鬢
蒙
輪
之
勇
、
剣
決
浮
雲
」
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（
東
に
向
ひ
て
拝
し
、
北
道
長
駆
す
。
蜺
旄
羽
騎
の
殷
、
戈
は
落
日
に

翻
る
。
突
鬢
蒙
輪
の
勇
、
剣
は
浮
雲
を
決
す
）
と
あ
り
、
散
文
に
は
李

白
以
前
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
例
が
見
え
る
。

[
]

芳
村
弘
道
『
儲
光
羲
の
田
園
詩
に
つ
い
て
』（
『
學
林
』
第
四
号

一
九

20
八
四
）
参
照
。

[
]

李
白
は
他
に
「
古
風
五
九
首
」
其
五
三
に
「
戦
国
何
紛
紛
、
兵
戈
乱

21
浮
雲
」
（
戦
国

何
ぞ
紛
紛
た
る
、
兵
戈

浮
雲
を
乱
す
）
と
あ
り
、

戦
乱
を
象
徴
す
る
「
浮
雲
」
も
見
え
る
。

[
]

小
川
氏
前
掲
論
文
の
注
（
１
）
を
参
照
。

22

[
]

鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
方
便
品
（
『
大
正
蔵
』
巻
一
四
）
に

23
「
是
身
如
泡
不
得
久
立
、
是
身
如
炎
従
渇
愛
生
、
是
身
如
芭
蕉
中
無
有

堅
、
是
身
如
幻
従
顛
倒
起
、
是
身
如
夢
為
虚
妄
見
、
是
身
如
影
従
業
縁

現
、
是
身
如
響
属
諸
因
縁
、
是
身
如
浮
雲
須
臾
変
滅
、
是
身
如
電
念
念

不
住
」
と
あ
る
。
な
お
鳩
摩
羅
什
訳
の
「
是
身
如
浮
雲
、
須
臾
変
滅
」

を
、
支
謙
訳
『
仏
説
維
摩
詰
経
』（
同
巻
一
四
）「
是
身
如
霧
、
意
無
静

、

相
」
と
訳
し
、
玄
奘
訳
『
説
無
垢
称
経
』
（
同
巻
一
四
）
は
「
是
身
如

雲
、
須
臾
変
滅
」
と
訳
す
。

、

[
]

吉
川
幸
次
郎
著
・
興
膳
宏
編
『
杜
甫
詩
注
』
第
八
冊
（
岩
波
書
店

二

24
〇
一
四
）
一
五
四
頁
。

[
]

こ
の
二
句
の
次
に
は
「
雖
将
簪
組
狎
、
若
与
煙
霞
親
」（
簪
組
を
将
て
狎な

25
る
る
と
雖
も
、
煙
霞
と
親
し
む
が
若
し
）
と
、
官
僚
た
ち
と
交
わ
っ
て

も
そ
れ
は
煙
霞
に
親
し
む
よ
う
だ
と
あ
り
、
『
論
語
』
の
不
安
定
で
は

か
な
い
「
浮
雲
」
と
の
関
連
も
指
摘
で
き
る
。

[
]

白
居
易
に
は
、「
題
玉
泉
寺
」（
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
巻
六
）
に
「
湛

26
湛
玉
泉
色
、
悠
悠
浮
雲
身
。
閑
心
対
定
水
、
清
浄
両
無
塵
」
（
湛
湛
た

り

玉
泉
の
色
、
悠
悠
た
り

浮
雲
の
身
。
閑
心

定
水
に
対
す
、
清

浄

両
つ
な
が
ら
塵
無
し
）
と
、
静
穏
な
心
の
状
態
に
な
る
我
が
身
を

「
浮
雲
」
に
喩
え
る
例
も
あ
る
。

[
]

富
永
氏
前
掲
書
一
二
頁
。

27

[
]

山
名
淳
訳
『
集
合
的
記
憶
と
想
起
文
化
―
メ
モ
リ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ズ

28
入
門
』
第
二
章
第
一
節
「
モ
ー
リ
ス
・
ア
ル
バ
ッ
ク
ス
―
集
合
的
記
憶
」

（
水
声
社

二
〇
二
二
）
三
八
頁
。

[
]

本
稿
の
冒
頭
で
は
「
規
範
」
と
い
う
語
を
用
い
た
が
、
『
文
選
』
の
規

29
範
化
は
李
善
が
注
を
施
し
た
後
、
唐
代
中
期
か
ら
後
期
以
降
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
文
学
に
お
い
て
、
『
文
選
』
と
李
善
注
は

「
規
範
」
よ
り
も
「
規
準
（
も
の
さ
し
）」
ま
た
は
「
型
（
モ
デ
ル
）」

と
考
え
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
、
こ
こ
で
は
「
規
準
」
と
い
う
語
を
用

い
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

「
『
文
選
』
の
規
範
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：1

9
H

0
12
3
7

）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


